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２
０
０
９
年
度
卒
業
生
・
修
了
生
概
要

■
２
０
０
９
年
度
卒
業
生

８
６
９
名

・
看
護
学
科

１
２
０
名

・
理
学
療
法
学
科

９
７
名

・
作
業
療
法
学
科

９
３
名

・
言
語
聴
覚
学
科

８
８
名

・
視
機
能
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　

４
９
名

・
放
射
線
･
情
報
科
学
科
　
　
　
　
　

１
２
０
名

・
医
療
経
営
管
理
学
科
　
　
　
　
　

１
１
４
名

・
医
療
福
祉
学
科
　
　
　
　
　
　
　

１
４
２
名

・
薬
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
名

■
２
０
０
９
年
度
　
大
学
院
修
了
生

２
２
９
名

修
士
課
程

２
１
１
名

・
修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻

１
２
９
名

・
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻

５
７
名

・
修
士
課
程
臨
床
心
理
学
専
攻

２
３
名

・
修
士
課
程
医
療
・
生
命
薬
科
学
専
攻

２
名

博
士
課
程

・
保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　

１
８
名

■
学
著
賞
受
賞
者
（
学
業
成
績
優
秀
者
）

・
看
護
学
科

原
美
代
子

・
理
学
療
法
学
科
　
　
　

安
部
泰
広

・
作
業
療
法
学
科
　
　
　

本
間
千
尋

・
言
語
聴
覚
学
科
　
　
　

熊
倉
亜
紗
子

・
視
機
能
療
法
学
科
　
　
　
　
　

村
田
憲
章

・
放
射
線
･
情
報
科
学
科
　
　
　
　

大
河
内
徹

・
医
療
経
営
管
理
学
科
　
　
　

小
沢
真
奈
美

・
医
療
福
祉
学
科
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
南

コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
る
校
歌
「
未
来
へ
の

扉
」
斉
唱
の
あ
と
、
北
島
政
樹
学
長
よ
り

卒
業
生
総
代
の
医
療
経
営
管
理
学
科
・
小

沢
真
奈
美
さ
ん
に
学
部
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
。
続
い
て
、
開
原
成
允
大
学
院
院
長

よ
り
博
士
課
程
総
代
の
戸
塚
恵
子
さ
ん
、

修
士
課
程
総
代
の
中
村
悦
子
さ
ん
に
大
学

院
学
位
記
が
授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
各
学
科

学
業
最
優
秀
者
（
左
表
）
に
学
長
賞
が
授

与
さ
れ
た
。

北
島
学
長
の
式
辞
（
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

に
続
き
、
千
保
一
夫
大
田
原
市
長
、
福
田

富
一
栃
木
県
知
事
（
代
読
）、
学
校
法
人

東
京
医
科
大
学
の
伊
東
洋
理
事
長
よ
り
ご

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

卒
業
生
総
代
の
小
沢
真
奈
美
さ
ん
に
よ

る
卒
業
生
謝
辞
、
大
学
院
修
了
生
代
表
の

吉
川
幸
次
郎
さ
ん
に
よ
る
修
了
生
謝
辞
、

卒
業
生
代
表
大
河
内
徹
さ
ん
に
よ
る
卒
業

記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
式
が
終
了
。
会
場

前
で
在
校
生
た
ち
の
祝
福
を
受
け
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
位
記
伝
達
式
に
会
場
を
移

し
、
ご
両
親
や
恩
師
が
見
守
る
中
、
一
人

ひ
と
り
に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

（
東
京
事
務
所
　
出
版
広
報
室
）

山
本
康
弘
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

・
論
文
「
大
都
市
部
の
医
療
機
関
が
救
急
患
者
を
受
入
に
至
ら
な
か
っ
た
要
因

に
関
す
る
研
究
」

吉
松
竜
貴
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
「
高
齢
慢
性
期
症
例
に
お
け
る
体
格
・
体
組
成
と
栄
養
状
態
と
の
関
連

に
つ
い
て
―
日
常
生
活
自
立
度
の
低
下
に
よ
り
長
期
療
養
中
の
高
齢
患
者
に

お
け
る
簡
便
な
栄
養
評
価
の
開
発
を
目
指
し
て
―
」

（
以
下
は
論
文
博
士
）

金
井
学
聡
（
創
薬
育
薬
医
療
分
野
）

・
論
文
「
日
本
人
、
中
国
人
及
び
白
人
２
型
糖
尿
病
患
者
の
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤

に
対
す
る
反
応
性
に
お
け
る
民
族
差
に
関
す
る
研
究
」

上
城
憲
司
（
作
業
療
法
学
分
野
）

・
論
文
「
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
研
究
」

関
千
江
（
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
）

・
論
文
「
マ
ウ
ス
を
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
リ
ガ
ン
ド
定
量
動
態
解
析
に
関
す
る

研
究
」

鳥
原
真
紀
子
（
看
護
学
分
野
）

・
論
文
「
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
看
護
師
の
職
務
満
足
に
関
す
る
諸
要
因
の
分
析
」

森
川
弘
文
（
医
療
経
営
管
理
分
野
）

・
論
文
「
実
践
に
基
づ
く
社
会
福
祉
法
人
の
福
祉
経
営
論
」

斉
藤
琴
子
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
「
下
肢
最
大
反
復
運
動
を
用
い
た
最
大
歩
行
速
度
の
推
定
」

西
木
雅
行
（
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
）

・
論
文
「
新
し
い
適
用
型
ノ
イ
ズ
低
減
フ
ィ
ル
タ
の
研
究
」

細
山
田
洋
子
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

・
論
文
「
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者
に
お
け
る
生
命
予
後
と
入
院
に

よ
る
退
居
リ
ス
ク
の
予
測
因
子
―
早
期
発
見
の
た
め
の
判
定
表
（
試
案
）
の

作
成
―
」

関
連
に
基
づ
い
て
―
」

上
村
さ
と
美
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
「
起
立
運
動
を
応
用
し
た
運
動
負
荷
の
定
量
化

吉
川
幸
次
郎
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
「
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
動
作
に
お
け
る
深
部
体
幹
筋
の
役
割
」

小
平
め
ぐ
み
（
医
療
福
祉
学
分
野
）

・
論
文
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
の
質
の
向
上
と
チ
ー
ム
ケ
ア
に
関
す

る
研
究
―
お
む
つ
・
排
泄
の
自
立
を
中
心
に
―
」

瀬
戸
僚
馬
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

・
論
文
「
医
療
分
野
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
た
多
施
設
間
デ
ー
タ

配
送
方
式
に
関
す
る
研
究
」

高
崎
晴
子
（
看
護
学
分
野
）

・
論
文
「
胃
手
術
を
受
け
た
患
者
の
栄
養
状
態
推
移
と
術
後
感
染
の
関
連
」

戸
塚
恵
子
（
医
療
福
祉
学
分
野
）

・
論
文
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
働
く
看
護
師
が
施
設
看
護
を
見
出
す
過
程

に
関
す
る
研
究
」

仲
保
徹
（
福
祉
援
助
工
学
分
野
）

・
論
文
「
呼
吸
運
動
の
３
次
元
動
作
分
析
―
姿
勢
・
形
態
が
胸
壁
形
状
変
化
に

及
ぼ
す
影
響
―
」

南
雲
浩
隆
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
分
野
）

・
論
文
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
在
宅
療
養
者
の
依
頼
要
求
と
自
己
身
体
感
、
性
格
傾
向
、
不

安
度
の
関
連
」

野
村
晴
美
（
医
療
福
祉
学
分
野
）

・
論
文
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
肺
炎
と
そ
の
予
防
ケ
ア
の
実
態
」

東
畠
弘
子
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

・
論
文
「
認
知
症
高
齢
者
の
福
祉
用
具
利
用
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

―
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
を
中
心
に
―
」

藤
原
泰
子
（
看
護
学
分
野
）

・
論
文
「
訪
問
看
護
に
お
け
る
看
取
り
ケ
ー
ス
に
み
る
状
態
変
化
と
訪
問
看
護

師
介
入
プ
ロ
セ
ス
の
検
討
」

■
修
了
す
る
留
学
生

修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻

・
劉
暢
（
リ
ュ
ウ
ヨ
ウ
）
中
国

・
牛
志
馨
（
ギ
ュ
ウ
シ
キ
ョ
ウ
）
中
国

・
何
斌
（
カ
ヒ
ン
）
中
国

修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻

・
韓
芳
芳
（
カ
ン
ホ
ウ
ホ
ウ
）
中
国

・
徐
輝
（
ジ
ョ
キ
）
中
国

・
張
永
勝
（
チ
ョ
ウ
エ
イ
シ
ョ
ウ
）
中
国

・
馬
国
君
（
マ
コ
ク
ク
ン
）
中
国

・
馬
麗
雲
（
マ
レ
イ
ウ
ン
）
中
国

・
楊
卓
剣
（
ヨ
ウ
タ
ク
ケ
ン
）
中
国

・
李
欣
（
リ
キ
ン
）
中
国

・
李
晶
萍
（
リ
シ
ョ
ウ
ヘ
イ
）
中
国

・
黄
惠
珍
（
フ
ァ
ン
ヘ
ェ
ジ
ン
）
韓
国

・
楊
静
（
ヨ
ウ
セ
イ
）
中
国

■
博
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
修
了
者

一
ノ
宮
悟
史
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
「
脳
障
害
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
に
お
け
る
運
動
機
能
検
査
法
の
検
討
」

盆
子
原
秀
三
（
福
祉
援
助
工
学
分
野
）

・
論
文
「
観
察
に
よ
る
歩
行
分
析
に
お
け
る
熟
練
度
に
つ
い
て
」

内
田
学
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
「
体
位
交
換
時
の
姿
勢
保
持
に
用
い
る
枕
の
使
用
が
換
気
に
与
え
る
影

響
―
呼
吸
運
動
の
特
性
―
」

奥
壽
郎
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
「
高
齢
者
体
験
装
具
に
よ
る
体
幹
・
下
肢
屈
曲
姿
勢
で
杖
を
使
用
す
る

こ
と
が
立
位
・
歩
行
に
及
ぼ
す
影
響
」

小
山
内
正
博
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
に
お
け
る
呼
吸
理
学
療
法
の
提
案
―
姿
勢
と
呼
吸
の

国
際
医
療
福
祉
大
学
　
学
部
・
大
学
院

学
位
記
授
与
式

卒業生総代の小沢真奈美さん 修士課程総代の中村悦子さん 博士課程総代の戸塚惠子さん

三
月
一
六
日
（
火
）、
国
際
医
療
福
祉
大
学
・
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
国
際

医
療
福
祉
大
学
学
部
・
大
学
院
学
位
記
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
朝
は
雨
も
心
配

さ
れ
る
ほ
ど
の
曇
天
だ
っ
た
が
、
式
の
前
後
に
は
時
折
日
差
し
も
回
復
し
、
式
終
了
後

の
広
場
で
は
、
例
年
通
り
、
い
く
つ
も
の
記
念
撮
影
の
輪
が
で
き
て
い
た
。

二
〇
〇
九
年
度



感
謝

看
護
学
科
　
柏
　
松

私
は
中
国
で
家
電
販
売
の
会
社
を
経
営
し
て
い

ま
し
た
が
、
手
に
職
を
付
け
た
い
と
思
い
、
両
親

と
子
供
を
残
し
て
来
日
し
ま
し
た
。
看
護
師
を
目

指
し
て
勉
強
し
た
こ
の
四
年
間
は
、
同
級
生
よ
り

年
上
、
言
葉
の
壁
も
あ
る
外
国
人
の
私
に
と
っ
て

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

常
に
戸
惑
う
私
は
、
先
生
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に

支
え
ら
れ
、
ま
た
大
田
原
市
に
よ
る
留
学
生
に
対

す
る
住
居
の
提
供
や
学
校
側
の
様
々
な
手
厚
い
支

援
に
よ
り
、
良
い
学
習
環
境
を
整
え
て
頂
い
た
こ

と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

二
年
生
の
と
き
は
、「
海
外
福
祉
保
健
事
情
」
で

ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
、
今
後
の
自
分
の
進
む
べ
き
道
に
つ
い

て
新
た
に
考
え
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

四
年
間
の
学
び
の
中
で
、
中
国
の
看
護
業
界
と

の
違
い
と
し
て
、
日
本
で
は
患
者
様
の
身
体
面
を

看
る
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
面
も
重
視
し
た
看
護

や
接
し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
貴

重
な
宝
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
日
本
の
病
院
で
働
き
な
が
ら
、
患
者
様

の
た
め
の
看
護
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
大
学
院

へ
の
進
学
が
で
き
る
よ
う
に
学
習
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
皆
様
の
支
え

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

可
能
性
と
の
出
会
い

理
学
療
法
学
科
　
剱
持
　
美
希

「
人
生
に
お
け
る
大
切
な
も
の
」
は
人
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
思
う
国
際
医
療
福

祉
大
学
は
そ
れ
を
学
べ
る
場
で
す
。
人
間
性
豊
か

な
福
祉
大
生
は
心
優
し
い
人
ば
か
り
で
す
。
体
調

の
悪
い
時
や
悩
ん
だ
時
な
ど
の
親
し
い
友
達
の
支

え
は
本
当
に
心
強
く
有
り
難
い
も
の
で
、
何
よ
り

の
薬
で
し
た
。
気
持
ち
を
汲
ま
れ
る
優
し
さ
を
身

に
し
み
て
感
じ
、「
信
頼
と
理
解
」「
後
悔
と
反

省
」
の
意
味
と
そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

人
生
に
お
け
る
こ
の
四
年
間
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
に
て
学
生
生
活
を
送
れ
た
こ
と
を
、
心
か
ら

誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
発
展
途
上
国
で
の
医
療
実

習
や
学
会
発
表
等
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
見
い
だ
し

て
下
さ
っ
た
先
生
方
そ
し
て
今
ま
で
見
守
り
続
け

て
く
れ
た
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
来
春
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
在
学
生
の
み
な
さ
ん
、

学
生
生
活
は
思
い
の
外
、
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悔
い
の
な
い
よ
う
一
日
一
日
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

出
会
っ
た
全
て
の
人
に
感
謝

作
業
療
法
学
科
　
林
　
香
織

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
で
嬉
し
い
反
面
、

誰
も
知
ら
な
い
土
地
で
の
生
活
に
不
安
と
緊

張
を
抱
き
ス
タ
ー
ト
し
た
大
学
生
活
も
も
う

終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

先
生
方
や
友
人
達
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で
、

私
は
毎
日
笑
い
声
の
中
に
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
カ
フ
ェ
や
教
室
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
で

友
人
達
と
笑
い
あ
っ
て
、
ふ
ざ
け
あ
っ
て
、

時
々
真
剣
に
悩
ん
で
…
。
そ
ん
な
日
々
が
今

で
は
懐
か
し
く
、
卒
業
す
る
こ
と
が
惜
し
く

も
あ
り
ま
す
。
先
生
の
薦
め
で
パ
ソ
コ
ン
講

習
会
の
お
手
伝
い
や
関
連
職
種
連
携
実
習
に

参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
で
き
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
周
囲
の
人
々
に
支
え
ら
れ

て
私
は
こ
の
四
年
間
で
大
き
く
成
長
で
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
全

て
の
人
に
、
そ
し
て
陰
で
支
え
て
く
れ
て
い

た
両
親
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
門
出
を
迎
え
る
今
、
正
直
不
安
な

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
し
か
し
、
四
年

間
で
確
実
に
成
長
し
た
自
分
を
信
じ
、
こ
れ

か
ら
出
会
う
人
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

責
任
を
持
つ
こ
と
を
実
感

言
語
聴
覚
学
科
　
生
井
　
瞳

言
語
聴
覚
士
に
な
る
と
心
に
決
め
、
過
ご
し

た
四
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。
大
学
で
は
先
生
方
や
友
人
、
実
習
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
多
く
の
人
々

と
出
会
い
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

多
く
を
学
び
、
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
の
経
験
の
中
で
、
障
害
の
あ
る
方
と

の
出
会
い
を
通
じ
『
患
者
様
の
こ
と
を
考
え
る
』

こ
と
の
難
し
さ
や
奥
深
さ
を
学
び
ま
し
た
。
患

者
様
を
取
り
巻
く
環
境
や
、
支
援
方
法
も
多
様

で
答
え
は
い
く
つ
も
あ
り
、
何
が
正
し
い
の
か

常
に
考
え
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
よ
り
良
い
も

の
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
特
に
、
四
年
次
の
関
連
職
種
連
携
実
習
で

は
対
象
者
様
を
中
心
に
各
学
科
の
学
生
と
意
見

を
交
換
し
、
他
職
種
及
び
自
職
種
へ
の
理
解
が

深
ま
り
責
任
を
持
つ
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
い
よ
い
よ
言
語
聴
覚
士
と
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
患
者
様
や
地
域
の
役

に
立
て
る
よ
う
今
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
自
己

研
鑽
を
続
け
着
実
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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本
日
は
卒
業
生
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
本
日
ま

で
物
心
両
面
に
わ
た
り
ご
支
援
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

ご
両
親
及
び
ご
家
族
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
待

ち
に
待
っ
た
喜
ば
し
い
日
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
学

教
職
員
を
代
表
し
て
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
今
日
ま
で
愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
こ
ら

れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
年
度
の
卒
業
・
修
了
者
数
は
、
保
健
医
療
学

部
五
六
七
名
、
医
療
福
祉
学
部
二
五
六
名
、
薬
学

部
（
四
年
制
）
四
六
名
の
合
計
八
六
九
名
、
大
学

院
は
、
医
療
福
祉
学
研
究
科
・
薬
科
学
研
究
科
修

士
課
程
二
一
一
名
、
医
療
福
祉
学
研
究
科
博
士
課

程
一
八
名
の
合
計
二
二
九
名
で
す
。
前
年
度
ま
で

の
学
部
卒
業
生
は
八
三
六
二
名
、
大
学
院
修
了
生

は
九
八
四
名
を
数
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
医
療
福
祉
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
温
故
知
新
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
が
、「
昔

の
物
事
を
研
究
し
吟
味
し
て
、
そ
こ
か
ら
新
し
い

知
識
や
見
解
を
得
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
す
。
本

学
は
多
く
の
医
療
福
祉
の
人
材
を
輩
出
し
、
一
五

年
間
発
展
の
道
を
た
ど
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

か
ら
一
〇
〇
年
前
の
一
九
一
〇
年(

明
治
四
三
年)

、

理
事
長
の
祖
父
高
木
吉
彦
先
生
が
大
川
市
に
高
木

眼
科
医
院
を
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
一
〇
年
は

細
菌
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
コ
ッ
ホ
や
看
護
学
の
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
、
解
剖
学
者
ツ
ッ
カ
ー
カ
ン
ド
ル
が

活
躍
し
た
年
代
で
す
。
そ
の
後
、
父
上
様
の
高
木

維
彦
先
生
が
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）、
放
射

線
科
と
胃
腸
科
を
加
え
て
高
木
外
科
医
院
を
開
院

さ
れ
ま
し
た
。
後
に
、
現
理
事
長
・
高
木
邦
格
先

生
が
副
理
事
長
と
し
て
参
加
さ
れ
、
現
在
の
高
木

病
院
と
し
て
九
州
で
も
有
数
の
病
院
に
発
展
し
ま

し
た
。
こ
の
発
展
が
平
成
七
年
、
医
療
福
祉
専
門

職
の
養
成
と
そ
の
地
位
向
上
を
目
指
し
た
日
本
で

初
め
て
の
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
の
開
学
に
結
び
つ
き
、
本
学
の
光
輝
あ
る

伝
統
と
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
二
年
に
は
医
療
費
抑
制
の
た
め
、
診
療

報
酬
が
二
・
七
％
下
が
り
ま
し
た
が
、
昨
年
末
、
新

政
権
の
閣
議
決
定
に
よ
り
成
長
戦
略
の
核
と
し
て

医
療
や
介
護
、
健
康
分
野
の
地
域
密
着
型
の
職
業

が
見
直
さ
れ
、
診
療
報
酬
が
〇
・
一
九
％
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
は
一
つ
の
光
明
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
の
中
で
卒

業
生
の
皆
様
も
、
本
学
の
素
晴
ら
し
い
環
境
、
教

員
の
指
導
の
も
と
で
学
ん
だ
知
識
と
技
術
を
活
用

さ
れ
、
夢
と
勇
気
と
希
望
を
も
っ
て
、
医
療
福
祉

の
先
導
者
に
な
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
医
療
福
祉
の
現
場
が
大
き
な
変
革
を
迎

え
多
様
化
が
進
む
中
、
本
学
の
建
学
の
精
神
を
も

う
一
度
心
に
深
く
留
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
疾
病
・
障
害
を
持
つ
人
も
健

康
な
人
も
お
互
い
を
認
め
合
っ
て
「
共
に
生
き
る

社
会
」
を
目
指
し
、
こ
れ
を
築
く
た
め
に
「
人
間

中
心
の
大
学
」「
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
」「
国
際

性
を
目
指
し
た
大
学
」
と
い
う
三
つ
の
基
本
理
念

の
も
と
に
育
成
さ
れ
た
人
材
こ
そ
あ
な
た
方
な
の

で
す
。
こ
の
先
長
い
道
の
り
と
な
る
人
生
の
中
で
、

本
学
で
学
ん
だ
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
、
実
り
あ

る
悔
い
の
な
い
人
生
を
歩
ま
れ
る
こ
と
を
祈
念
し

て
私
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

小
田
原
保
健
医
療
学
部
か
ら
初
の
卒
業
生
！

平
成
一
八
年
四
月
の
開
設
か
ら
四
年
、
小
田
原

保
健
医
療
学
部
に
と
っ
て
初
め
て
の
学
位
記
授
与

式
が
三
月
一
八
日(

木)

、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
六
階

の
体
育
館
で
執
り
行
な
わ
れ
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
加
藤
憲
一
小
田
原
市
長
、
神

山
洋
介
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
ご
来

賓
や
保
護
者
、
教
職
員
に
見
守
ら
れ
、
学
部
生
一

五
二
名
（
看
護
学
科
五
五
名
、
理
学
療
法
学
科
四

八
名
、
作
業
療
法
学
科
四
九
名
）、
小
田
原
・
熱
海

キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
院
生
一
八
名
（
博
士
課
程
二

名
、
修
士
課
程
一
六
名
）
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ

た
。総

代
は
、
松
原
彩
子
さ
ん
（
看
護
学
科
）、
上
村

さ
と
美
さ
ん
（
博
士
課
程
）、
堀
本
ゆ
か
り
さ
ん

（
修
士
課
程
）。

式
終
了
後
、
松
原
さ
ん
は

「
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
総
代
に
選
ん
で
い

た
だ
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
や
家
族
、
友
人
の
お
か
げ
で
す
」

と
喜
び
を
表
し
た
。

続
い
て
、
学
長
賞
、
高
木
邦
格
理
事
長
が
会
長

を
務
め
て
い
る
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
校

協
会
優
秀
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

学
長
賞

・
看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
松
原
彩
子
さ
ん

・
理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
猪
俣
裕
太
さ
ん

・
作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
柴
田
和
佳
さ
ん

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
校
協
会
優
秀
賞

・
理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
御
園
　
衛
さ
ん

・
作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
高
田
善
栄
さ
ん

北
島
学
長
が
「
一
人
ひ
と
り
が
医
療
福
祉
の
専

門
職
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
、『
共
に
生
き
る
社
会
』

を
創
る
先
導
者
と
な
る
こ
と
を
教
職
員
一
同
は
常

に
見
守
り
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
、
開
原
大
学
院
院
長
、
高
木
理
事
長

と
式
辞
が
続
い
た
。

加
藤
市
長
か
ら
「
就
職
氷
河
期
と
言
わ
れ
る
中
、

み
な
さ
ん
は
引
く
手
数
多
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
今
の
時
代
、
今
の
社
会

が
皆
さ
ん
の
力
、
皆
さ
ん
の
活
躍
を
必
要
と
し
て

い
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
神
山
衆
議
院
議
員
、
原
義
明
小
田
原
箱
根

商
工
会
議
所
会
頭
と
祝
辞
が
続
い
た
。

卒
業
生
代
表
・
猪
俣
裕
太
さ
ん
（
理
学
療
法
学

科
）、
修
了
生
代
表
・
修
士
課
程
の
森
一
恵
さ
ん
の

謝
辞
の
あ
と
、
柴
田
和
佳
さ
ん
（
作
業
療
法
学
科
）

か
ら
卒
業
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

午
後
は
、
学
科
別
の
学
位
記
伝
達
式
に
移
り
、
各

学
科
長
、
開
原
大
学
院
院
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
ヒ
ル
ト
ン

小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
へ
移
動
し
、
学
生
主
催

の
謝
恩
会
が
行
わ
れ
た
。
（
総
務
課
　
高
久
晃
）
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修
士
課
程

今
年
は
、
二
つ
の
新
し
い
コ
ー
ス
の
修
了
生
が
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
が

ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」
と
「
診
療
情
報
ア

ナ
リ
ス
ト
養
成
分
野
」
で
す
。

①
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン

が
ん
診
療
に
携
わ
る
専
門
家
を
養
成
す
る
こ
の
コ
ー
ス
は
、

自
治
医
科
大
学
と
共
同
で
実
施
中
で
す
が
、
本
学
大
学
院
は
、

診
療
放
射
線
技
師
、
薬
剤
師
、
が
ん
登
録
に
携
わ
る
診
療
情

報
管
理
士
の
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
診
療
放
射
線
技
師
】

前
島
友
則
さ
ん

「
長
野
県
の
佐

久
総
合
病
院
で
放

射
線
治
療
に
携
わ

る
中
で
、
地
方
の

病
院
で
は
最
先
端

の
技
術
を
提
供
で

き
て
い
な
い
こ
と

に
気
づ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自

分
が
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い

う
思
い
で
、
職
場

の
方
々
に
御
協
力

い
た
だ
き
、
仕
事
を
早
め
に
上
が
り
講
義
と
週
一
回
の
が
ん

セ
ン
タ
ー
の
実
習
を
続
け
ま
し
た
。
二
年
間
に
一
〇
〇
回
程

度
新
幹
線
で
東
京
と
長
野
を
往
復
し
ま
し
た
が
、
医
学
物
理

士
、
放
射
線
治
療
品
質
管
理
士
、
放
射
線
治
療
専
門
放
射
線

技
師
補
の
資
格
も
取
得
で
き
ま
し
た
。
一
番
の
財
産
は
、
が

ん
医
療
の
最
前
線
で
働
く
方
々
と
繋
が
り
を
持
て
た
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
働
く
病
院
で
は
、
新
施
設
の
設
立
の

準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
の
た
め
に
力
を
尽

く
し
て
い
く
所
存
で
す
」

野
田
忠
明
さ
ん

「
私
が
『
が
ん
プ
ロ
』

を
志
し
た
の
は
、
勤
務

先
の
板
橋
中
央
総
合
病

院
で
放
射
線
治
療
を
は

じ
め
る
こ
と
が
き
ま
っ

た
か
ら
で
す
。
当
時
の

職
場
に
お
け
る
放
射
線

治
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
枯
れ
た
井
戸
の
よ
う
で
、
途
方
に
く
れ

て
い
た
と
こ
ろ
、
大
学
院
の
存
在
を
知
り
、
一
念
発
起
し
て

入
学
し
ま
し
た
。

多
く
の
講
義
と
放
射
線
治
療
現
場
で
の
臨
床
研
修
は
、
後

に
イ
バ
ラ
の
道
？
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
が
、
苦
労
を
す
る
甲

斐
は
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
知
識
の
習
得
な
ら
教

科
書
で
も
で
き
ま
す
が
、『
が
ん
プ
ロ
』
は
、
二
年
を
か
け

て
、
そ
の
課
題
点
を
理
解
し
、
解
決
法
を
模
索
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ま
た
振
り
返
れ
ば
、
職
場
の
皆
様
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

の
皆
様
、
橋
本
教
授
、
そ
し
て
同
期
の
前
島
さ
ん
に
は
、
多

く
の
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
へ
の
恩
返
し
は
、

分
割
払
い
で
、
退
職
ま
で
に
返
済
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
」

【
薬
剤
師
】

萩
原
紘
子
さ
ん

「
掲
示
板
の
修
了
者
に

自
分
の
学
籍
番
号
を
確

認
し
、
修
了
し
た
こ
と

が
分
か
っ
た
瞬
間
、
涙

が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
大
学
院

と
国
際
医
療
福
祉
大
学

病
院
の
仕
事
と
の
両
立
が
、
想
像
以
上
に
辛
く
苦
し
い
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
大
学
院
に
進
学
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
、
入
院
し

て
抗
が
ん
剤
治
療
や
疼
痛
緩
和
を
行
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に

薬
剤
管
理
指
導
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん
や

医
師
、
看
護
師
か
ら
の
薬
に
関
す
る
質
問
を
受
け
て
も
、
十

分
に
対
応
出
来
な
い
自
分
に
焦
り
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。

在
学
中
は
、
が
ん
実
務
研
修
認
定
施
設
で
三
カ
月
間
の
病

院
研
修
を
行
い
、
仕
事
の
公
休
日
や
勤
務
終
了
後
に
大
学
院

へ
通
い
、
授
業
が
な
い
日
は
、
自
宅
で
深
夜
ま
で
Ｖ
Ｏ
Ｄ
で

授
業
を
受
け
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
今
回
取
得
し
た
「
が
ん
薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師
」
の
資

格
を
生
か
し
て
、
患
者
さ
ん
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
薬
剤
師
を

目
指
し
ま
す
」

原
田
桂
作
さ
ん

原
田
桂
作
さ
ん
は
北
九
州
市
立
八
幡
病
院
で
が
ん
化
学
療

法
に
携
わ
り
な
が
ら
、
こ
の
コ
ー
ス
を
修
了
し
ま
し
た
。
今

後
は
が
ん
薬
物
療
法
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ま
た
、

後
進
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
が
ん
登
録
】

こ
の
分
野
は
ま
だ
学
会
の
資
格
が
な
い
の
で
、
国
際
医
療

福
祉
大
学
大
学
院
と
し
て
、
が
ん
登
録
士
の
修
了
証
書
を
さ

し
あ
げ
ま
し
た
。

坂
本
千
枝
子
さ
ん

「
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
病
院
で
長

期
間
が
ん
登
録
の
実
習
を
す
る
こ

と
が
必
修
に
な
っ
て
い
て
、
私
は

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
、
大

学
院
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
二
カ

月
間
、
実
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
の
診
療
情
報
管
理
室
は
四
名
の
診
療
情
報
管
理

士
の
方
が
い
て
、
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
変
よ
く
、
こ
の
実
習
期
間
を
通

し
て
、
色
々
な
ケ
ー
ス
の
が
ん
症
例
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
が
ん
登
録

の
教
材
作
成
と
教
育
用
が
ん
登
録
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
も

大
い
に
参
考
に
な
る
、
実
り
の
多
い
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」

有
吉
澄
江
さ
ん

有
吉
澄
江
さ
ん
は
、
広
島
に
も
ど
り
、
が
ん
登
録
士
と
し

て
、
ま
た
大
学
教
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
予
定
で
す
。

②
診
療
情
報
管
理
士
養
成
コ
ー
ス

診
療
情
報
管
理
は
、
そ
の
専
門
領
域
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
大
学
で
の
修
士
課
程
の
コ
ー
ス
が
日

本
に
は
な
く
、
特
に
、
医
療
情
報
分
析
の
で
き
る
指
導
者
の

養
成
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
本
学
大
学
院
は
、

二
〇
〇
八
年
に
日
本
で
は
じ
め
て
診
療
情
報
管
理
の
修
士
課

程
を
開
設
し
、
今
年
五
人
が
修
了
、「
修
士
（
診
療
情
報
管

理
学
）」
の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

荒
井
康
夫
さ
ん
、
有
吉
澄
江
さ
ん
、
伊
藤
由
美
さ
ん
、

井
上
理
恵
さ
ん
、
坂
本
千
枝
子
さ
ん
、
須
貝
和
則
さ

ん
の
六
名
で
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
各
地
で
核
に

な
っ
て
、
日
本
の
診
療
情
報
管
理
分
野
が
病
院
で
必
須
の
職

業
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

博
士
課
程

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
博
士
の
学
位
を
と
る
こ
と
は
そ
れ
ほ

ど
容
易
で
は
な
く
、
三
年
間
に
論
文
が
で
き
な
か
っ
た
人
も

多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
諦
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

後
三
年
間
に
論
文
が
完
成
す
れ
ば
学
位
が
も
ら
え
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
森
川
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

森
川
弘
文
さ
ん

「
株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
を
常
務
取
締
役
で
定
年
退
職
し
、
民

間
企
業
の
経
験
を
福
祉
に
も
活
か
せ
な
い
か
と
、
社
会
福
祉

系
の
大
学
と
大
学
院
で
一
〇
年
間
、
社
会
福
祉
の
勉
強
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
福
祉
の
世
界
は
『
経
営
』

は
タ
ブ
ー
に
近
い
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
が
出
し
て
い
る
医
療
福
祉
経
営
の
図
書
に
出
会
い
、

そ
の
門
を
た
た
き
ま
し
た
。
博
士
課
程
の
三
年
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
副
論
文
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
、

単
位
取
得
満
期
退
学
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
に
忙

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
私
の
論
文
作

成
を
消
極
的
に
さ
せ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
求
め
て

い
た
の
は
、
定
量
分
析
的
な
論
文
を
書
く
こ
と
で
は
な
く
、

ど
う
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
高
め
る
経
営
が
で
き
る
の
か
と
い

う
、
つ
ま
り
『
実
践
的
な
問
題
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
実
践
科
学
と
し
て
の
経
営
学
』
で
し
た
。

論
文
の
提
出
を
諦
め
か
け
て
い
た
こ
ろ
、
開
原
先
生
か
ら

再
度
挑
戦
す
る
よ
う
に
と
の
励
ま
し
の
年
賀
状
を
い
た
だ
き
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
の
人
材
育
成
手
法

を
福
祉
施
設
に
も
応
用
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
私
の

経
験
に
工
夫
を
加
え
て
、
一
つ
の
施
設
で
試
み
、
う
ま
く
い

き
ま
し
た
。
私
の
論
文
は
、
主
に
定
性
的
な
分
析
手
法
に
基

づ
い
た
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
幸
運
だ
っ
た
こ
と
は
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
に
は
定
量
的
、
定
性
的
の
両
方
の
分
析

手
法
の
視
点
か
ら
論
文
を
評
価
で
き
る
先
生
が
お
ら
れ
た
こ

と
で
し
た
。

博
士
論
文
が
パ
ス
し
た
の
は
七
一
歳
の
秋
で
、
定
年
後
一

〇
年
を
経
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
良
き
仲
間
や
良
き
先
生

た
ち
に
も
恵
ま
れ
て
幸
せ
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
大
学
院
で
学

ぼ
う
と
す
る
人
は
論
文
の
書
き
方
を
学
ぶ
こ
と
に
汲
々
と
す

る
こ
と
な
く
、
専
門
外
の
領
域
に
も
研
究
の
範
囲
を
広
げ
て
、

広
い
視
野
の
持
ち
主
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
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子
供
に
愛
さ
れ
る
視
能
訓
練
士
を
目
指
し
て

視
機
能
療
法
学
科
　
新
巻
啓
太

私
は
四
年
間
の
大
学
生
活
で
子
供
と
触
れ
合

う
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
元
々
子
供

が
好
き
な
の
で
、
三
年
次
の
保
育
実
習
の
他
に

も
幼
稚
園
の
遠
足
の
補
助
な
ど
に
、
ア
ル
バ
イ

ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
た
。
子
供
た
ち
と
遊
ん
で
い
る
時
間
は
と

て
も
楽
し
く
、
名
前
を
覚
え
て
く
れ
て
、「
一
緒

に
遊
ぼ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
子
供
た
ち
に
い

つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
前
に
園
児
の
視
機
能
評
価
実
習
を
行
っ

た
際
、
嬉
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
検
査

を
終
え
た
子
供
た
ち
が
、
私
た
ち
が
行
っ
た
検

査
の
道
具
を
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
真
似
て
作
り
、

子
供
同
士
で
検
査
ご
っ
こ
を
は
じ
め
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
が
行
っ
た
検
査
に
興
味

を
も
っ
て
楽
し
く
で
き
た
と
い
う
証
拠
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

臨
床
で
は
子
供
に
検
査
を
行
う
機
会
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
得
た

経
験
を
生
か
し
て
、
子
供
に
好
か
れ
て
楽
し
く

か
つ
的
確
な
検
査
が
で
き
る
視
能
訓
練
士
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

良
い
友
人
と
出
会
い
学
ん
だ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
鈴
木
　
美
樹

こ
の
四
年
間
、
思
い
返
せ
ば
た
く
さ
ん
の
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
四
年

間
、
今
こ
う
思
え
る
の
は
た
く
さ
ん
の
良
い
友

人
達
と
出
会
え
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

入
学
し
て
一
番
驚
い
た
の
は
実
験
の
多
さ
で

し
た
。
と
て
も
多
忙
な
日
々
で
し
た
が
皆
と
協

力
し
て
進
め
て
い
く
中
で
こ
の
四
年
間
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は

グ
ル
ー
プ
学
習
を
通
し
て
チ
ー
ム
医
療
に
は
一

番
何
が
必
要
な
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
携
わ
る
人
の
命
を
救
う
現
場
に
は

一
つ
の
事
柄
に
大
き
な
責
任
が
伴
い
、
最
適
な

医
療
を
提
供
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
自
分

一
人
の
力
で
は
な
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
医
療
を

提
供
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を
目
指
し
、
大
学
で
経

験
し
た
こ
と
を
糧
に
日
々
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
四
年
間
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
に
感
謝
の
思
い
で
一
杯
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
を
得
た

医
療
福
祉
学
科
　
飯
塚
　
孝
典

こ
の
大
学
に
入
学
し
て
四
年
。
早
い
も
の
で

も
う
卒
業
で
あ
る
。

入
学
式
当
日
は
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、「
講
義
に
つ
い
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
」「
友

人
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不
安
と
緊
張

に
身
を
固
く
し
な
が
ら
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
に
入

っ
て
い
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

学
生
生
活
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
大
学
生

に
な
り
、
初
め
て
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
。
コ
ー

ラ
ス
部
に
所
属
し
、
毎
年
学
祭
で
披
露
す
る
た

め
に
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て
練
習
を
し
た
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
、
終
わ
っ
た
後
に
は
大
き
な
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
実
習
を
通
し
て
多

く
の
人
と
出
会
い
、
様
々
な
考
え
方
を
持
っ
た

方
々
と
話
を
し
て
い
く
中
で
、
人
間
関
係
を
形

成
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い

る
。新

年
度
か
ら
は
、
地
元
で
社
会
人
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
が
、
こ
の
大
学
で
得
た
こ
と
は

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

国
際
人
へ
の
道医

療
経
営
管
理
学
科
　
呉
　
与
博

医
療
情
報
技
術
の
勉
強
を
し
た
い
と
決
意
し
、

五
年
前
、
家
族
の
元
を
離
れ
て
一
人
で
日
本
に

来
ま
し
た
。

生
活
水
準
が
全
く
違
う
日
本
で
、
親
の
負
担

を
で
き
る
限
り
減
ら
し
た
い
と
思
い
、
生
活
費

と
学
費
を
自
分
で
稼
ぎ
な
が
ら
、
勉
強
と
ア
ル

バ
イ
ト
を
両
立
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

「
男
は
選
ん
だ
道
を
最
後
ま
で
走
る
ん
だ
」

と
い
う
父
親
の
言
葉
が
、
ず
っ
と
私
を
支
え
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
学
科
の
先
生
方
の
熱
心
な
ご
指
導

の
も
と
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
医
療
情
報
技

師
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
も
、
資
格
を
取
っ
た
こ
と
だ
け
で
満
足
す
る

の
で
は
な
く
、
学
ん
で
き
た
こ
と
を
今
後
の
仕

事
に
活
か
し
て
成
果
を
出
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
っ
て
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ

ル
ー
プ
に
採
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、「
国
際
」
と
い
う
名
を
戴
く
グ

ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
中
国
と
日
本
の
架
け

橋
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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三
年
次
生
対
象
「
就
職
対
策
講
座
」
始
ま
る

昨
年
に
引
き
続
き
、
小
田
原
保
健
医
療
学
部

で
は
、
就
職
活
動
サ
ポ
ー
ト
の
一
環
と
し
て
、

外
部
の
講
師
を
招
き
、
就
職
対
策
講
座
を
三
日

間
（
第
一
回
目
・
三
月
十
〜
十
二
日
）
に
わ
た

り
開
催
し
ま
し
た
。

就
職
活
動
は
、
仕
事
の
「
本
質
」
を
理
解
し
、

働
く
こ
と
の
「
目
標
」
と
「
目
的
」
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
大
学
と
は
「
教

わ
る
」
の
で
は
な
く
、「
学
ぶ
場
」
で
す
。
学
生

に
は
答
え
が
ひ
と
つ
で
は
な
く
、
幾
つ
も
あ
る

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
仕
事
に
対
し
て
は
、

「
自
ら
の
方
向
性
を
探
し
、
自
ら
が
意
思
決
定
す

る
力
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
病
院
・
福
祉
施
設
等
は
、「
会
社
説

明
会
」「
病
院
説
明
会
」「
福
祉
の
職
場
説
明
会
」

な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

学
生
自
身
に
自
ら
の
職
場
に
つ
い
て
、
仕
事
内

容
、
業
界
の
動
向
等
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
実
施
し
て
い
る
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
ま
た
と
な
い
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
な
り
業
界
研
究
の
場
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る

学
生
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
就
職
活
動
で
大
切
な
の
は
、
人

事
担
当
者
や
そ
こ
で
働
い
て
い
る
方
々
か
ら
「
生

の
声
」
を
実
際
に
聞
き
、
自
分
の
果
た
す
べ
き

役
割
（
何
を
し
た
い
の
か
、
何
が
出
来
る
の
か
）

を
明
確
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

自
己
表
現
の
コ
ツ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
積
極
的
に
行
動
し
、
熱
意
を
持

っ
て
自
ら
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
不

安
」
か
ら
「
自
信
」
に
、「
自
信
」
か
ら
「
確

信
」
に
繋
が
り
、「
学
ぶ
力
」
を
つ
け
る
こ
と
で

す
。こ

の
「
学
ぶ
力
」
を
つ
け
る
た
め
に
、
実
際

に
就
職
職
活
動
を
始
め
る
三
年
次
生
に
と
っ
て

は
、
何
か
ら
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
い

い
の
か
、
準
備
を
す
れ
ば
い
い
の
か
不
安
が
多

い
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き

方
を
始
め
、
履
歴
書
の
書
き
方
、

小
論
文
対
策
、
面
接
対
策
等
を

こ
の
就
職
対
策
講
座
の
中
で
、

学
習
し
、
自
ら
の
就
職
活
動
に

い
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
回
の
講
座
（
第
二
回
目
）
は
、
三
月
二

四
〜
二
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
実
施
内
容
﹈

〈
一
日
目
　
三
月
一
〇
日
〉

・
自
己
分
析

・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き

方

・
履
歴
書
の
書
き
方

〈
二
日
目
　
三
月
一
一
日
〉

・
小
論
文
（
基
礎
編
）

・
小
論
文
（
実
践
編
①
・
②
）

〈
三
日
目
　
三
月
一
二
日
〉

・
面
接
（
基
礎
編
）

・
面
接
（
実
践
編
①
・
②
）

（
学
務
課
　
今
井
清
健
）

キ
ャ
ン
パ
ス
間
交
流

二
月
一
九
日
（
金
）、
バ
レ
ー
部
員
　
一
七
名

を
対
象
に
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
キ
ャ
ン

パ
ス
間
交
流
を
実
施
し
た
。

過
去
に
実
施
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
間
交
流
で

は
、
部
活
の
交
流
試
合
の
み
の
実
施
で
あ
っ
た

が
、
今
回
は
学
生
か
ら
の
強
い
希
望
も
あ
り
、

午
前
中
に
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
構
内
・
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
見

学
や
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
な
い
学
生
食

堂
で
の
昼
食
を
織
り
込
ん
で
実
施
。
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
広
さ
に

圧
倒
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
見
学
す
る
中
で

『
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
規
模
が

小
さ
い
分
、
教
職
員
と
の
距
離
が
近
く
て
良
い
』

と
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
利
点
を
見
出
し
て
く

れ
て
い
た
。

午
後
か
ら
は
、
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　
バ
レ
ー
部
と
の
交
流
試

合
を
実
施
。
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
分
か
れ
て
の
試

合
、
混
合
チ
ー
ム
で
の
試
合
を
行
い
、
短
い
時

間
で
は
あ
っ
た
が
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
。

試
合
終
了
後
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

と
の
別
れ
を
惜
し
む
姿
も
見
ら
れ
た
。

今
後
も
定
期
的
に
キ
ャ
ン
パ
ス
間
交
流
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

（
学
務
課
　
下
田
岳
史
）
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隣
地
実
習
に
出
た
学
生
た
ち

昨
年
四
月
に
入
学
し
た
一
期
生
た
ち
は
一
年

間
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
実
践
に
移
す
た
め
に
、

一
週
間
の
臨
地
実
習
へ
と
出
て
お
り
、
福
岡
天

神
キ
ャ
ン
パ
ス
は
静
ま
り
返
っ
た
日
々
を
迎
え

て
お
り
ま
す
（
三
月
上
旬
現
在
）。

学
生
た
ち
は
後
期
の
試
験
期
間
が
終
わ
る
や

否
や
、
実
習
担
当
教
員
の
指
導
の
も
と
、
臨
地

実
習
に
出
る
に
あ
た
っ
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
や
技
術
チ
ェ
ッ
ク
、
面
接
な
ど
を
受
け
る

こ
と
で
、「
い
よ
い
よ
実
習
に
出
る
ん
だ
！
」、

「
う
ま
く
患
者
さ
ま
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
？
」
と
い
っ
た
期
待
や
不
安
を
実
感
し

た
様
子
で
、
実
習
に
出
る
前
の
学
生
た
ち
の
顔

つ
き
が
、
幾
分
引
き
締
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
実
習
を
終
え
て
帰
っ

て
く
る
学
生
た
ち
を
福
岡
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
で

待
つ
私
と
し
て
は
、
実
習
で
学
生
た
ち
が
何
か

を
感
じ
、
何
か
を
得
、
ひ
と
回
り
成
長
し
て
帰

っ
て
く
る
の
を
確
信
し
、
す
ご
く
楽
し
み
に
思

え
ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
間
の
交
流
や
学
生
生
活
の
充
実

な
ど
を
目
的
と
し
た
〝
学
生
の
学
生
に
よ
る
学

生
の
た
め
〞
の
組
織
と
も
言
え
る
「
学
友
会
」

が
十
一
月
に
発
足
し
、
総
会
が
十
二
月
に
開
か

れ
ま
し
た
。
会
長
と
副
会
長
が
承
認
さ
れ
た
後
、

大
学
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
学
内
施
設
局
」、
学
生
が
主
体
と
な
る
大
学

行
事
の
企
画
や
運
営
を
行
う
「
行
事
企
画
局
」、

部
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
や
調
整
を
行
う

「
部
・
サ
ー
ク
ル
局
」
と
い
っ
た
組
織
の
代
表
が

決
め
ら
れ
、
一
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
一
期
生
の
た
め
見

習
う
先
輩
も
お
ら
ず
、
学
生
た
ち
は
何
を
し
た

ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
教
職
員
が
顧

問
等
と
し
て
活
動
を
助
け
て
い

き
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
顧
問
役

の
教
員
の
助
言
の
も
と
、
ま
ず

は
五
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院

と
福
岡
山
王
病
院
の
三
施
設
合

同
運
動
会
に
向
け
行
事
企
画
局

の
学
生
メ
ン
バ
ー
が
動
き
始
め

ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
度
の
合

同
運
動
会
は
本
学
部
の
主
催
と

な
っ
て
い
ま
す
。
競
技
種
目
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
チ
ー
ム
分
け
、

チ
ー
ム
を
見
分
け
る
た
め
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
作
成
な
ど
を
学
生
主
体

で
起
案
し
、
学
部
内
の
教
職
員

に
提
案
し
相
談
を
重
ね
た
う
え

で
、
参
加
さ
れ
る
他
の
二
施
設
に
示
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
打
合
せ
が
何
回
か
行
わ
れ
、

五
月
の
運
動
会
を
迎
え
る
運
び
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
と
同
時
に
、
部
・
サ
ー
ク
ル
局
の
学
生

メ
ン
バ
ー
も
新
入
生
の
勧
誘
に
向
け
て
動
き
始

め
ま
し
た
。
勧
誘
活
動
時
に
問
題
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
取
り
ま
と
め
を
決
め
た
り
、
日
時
を

決
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
学
生
た

ち
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
様
子
を
近
く
で

見
て
い
る
と
、
学
生
の
成
長
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
、
す
ご
く
嬉
し
く
感
じ
る
瞬
間
で
も
あ

り
ま
す
。

教
育
力
の
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

そ
ん
な
ふ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
学
生
に
負
け

じ
と
、
教
員
も
教
育
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、

二
月
に
は
早
稲
田
大
学
の
安
彦
忠
彦
先
生
を
招

い
て
の
「
効
果
的
な
授
業
と
授
業
方
略
」
の
Ｆ

Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
を
、
三
月
に
は
九
州
大
学
の
加
藤

和
生
先
生
を
招
い
て
の
「
心
を
科
学
的
に
研
究

す
る
と
は
」
の
Ｆ
Ｄ
セ
ミ
ナ

ー
を
本
学
部
主
催
で
行
い
ま

し
た
。
ど
ち
ら
の
セ
ミ
ナ
ー

も
学
内
外
の
多
く
の
出
席
者

か
ら
有
意
義
だ
っ
た
と
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学

部
の
教
員
の
多
く
も
翌
日
か

ら
早
速
、
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん

だ
内
容
を
来
年
度
シ
ラ
バ
ス

に
活
用
し
た
り
、
研
究
に
対

す
る
探
究
心
が
深
ま
り
、
よ

り
意
欲
が
湧
い
て
き
た
と
い

う
者
も
い
た
り
と
、
開
学
一

年
目
に
し
て
効
果
的
な
Ｆ
Ｄ

セ
ミ
ナ
ー
が
行
え
、
今
後
の

教
育
・
研
究
活
動
に
期
待
が

持
て
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
大
学
・

他
組
織
で
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
へ
も
各

教
員
が
積
極
的
に
参
加
を
し
、
個
々
人
の
教
育

力
を
上
げ
る
努
力
も
し
て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）。

四
月
か
ら
福
岡
看
護
学
部
は
二
年
目
。
学
生

も
、
教
員
も
、
学
部
と
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
成

長
過
程
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
成
長
し
て
い
く

姿
が
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

（
福
岡
看
護
学
部
　
講
師
　
中
山
晃
志
）
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ODAWARA Campus report 小田原キャンパスレポート
14s    s    s    s    s

福岡天神キャンパスレポート
s    s    s    s    s 第14回4第4回

1日目の様子（自己分析）

学生の実習風景

3日目の様子（上：基礎編、下：実践編①）

教
員
が
参
加
し
た
Ｆ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー

・
経
験
型
実
習
指
導
教
育
に
つ
い
て

・
看
護
教
員
の

ク
リ
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
向
上

・
学
生
の
成
長
を
促
す
組
織
的
な

大
学
教
育
へ
の
進
化
を
目
指
し
て

・
人
間
関
係
を
豊
か
に
す
る

ア
サ
ー
シ
ョ
ン

・
コ
ー
チ
ン
グ
を
主
体
と
し
た

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ



二
月
一
七
日
（
水
）
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
那

須
ア
ス
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

害
保
険
株
式
会
社
の
岡
崎
真
雄
名
誉
会
長
を
招

い
て
、
同
社
奨
学
生
と
の
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
同
和
火
災
海
上
保
険

株
式
会
社
（
当
時
）
が
本
学
設
立
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
同
社
創
立
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
平

成
八
年
度
に
設
立
さ
れ
、
平
成
九
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
。

平
成
一
三
年
二

月
よ
り
、
本
制
度

の
設
立
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
岡
崎

名
誉
会
長
（
当
時

社
長
）
を
招
い
て

懇
親
会
を
行
っ
て

お
り
、
今
回
で
一

〇
回
目
と
な
る
。

懇
親
会
に
は
北

島
学
長
を
は
じ
め
、

岩
尾
副
学
長
、
杉

原
副
学
長
、
各
学

科
長
お
よ
び
現
在

奨
学
金
を
受
給
し

て
い
る
学
生
二
四

名
が
出
席
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は

大
川
と
小
田
原
の

「
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会

社
岡
崎
名
誉
会
長
と
奨
学
生
と
の
懇

親
会
」
を
開
催

両
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
も
二
名
ず
つ
の
奨
学
生
が

参
加
し
た
。
北
島
学
長
の
歓
迎
の
辞
に
続
い
て
、

岡
崎
名
誉
会
長
か
ら
ご
挨
拶
と
奨
学
生
に
対
す

る
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
。

そ
の
後
、
奨
学
生
一
人
ひ
と
り
か
ら
御
礼
の

挨
拶
と
と
も
に
近
況
報
告
を
行
っ
た
。
四
年
生

か
ら
は
、
卒
業
後
の
進
路
や
将
来
の
抱
負
に
つ

い
て
の
発
言
も
あ
り
、
岡
崎
名
誉
会
長
や
北
島

学
長
ら
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
激
励
を
受
け
る
な

ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
進
行
し
た
。

（
学
生
課
　
q
石
和
秀
）

本
学
客
員
教
授

の
須
藤
正
彦
弁
護

士
が
、
平
成
二
一

年
一
二
月
二
八
日

に
最
高
裁
判
所
判

事
に
就
任
さ
れ

た
。

こ
の
た
め
、
一
二

月
一
八
日
の
授
業

が
最
終
講
義
と
な

り
、
こ
れ
が
「
記
念
授
業
」
と
し
て
Ｆ
２
０
１

教
室
で
公
開
さ
れ
た
。

戸
田
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
長
の
ご
紹
介
挨
拶

に
始
ま
り
、「
法
学
・
民
事
訴
訟
法
」
の
講
義
を

履
修
学
生
と
と
も
に
教
職
員
や
一
般
市
民
が
熱

心
に
受
講
し
た
。
伊
藤
常
務
の
謝
辞
の
後
、
花

束
贈
呈
で
華
や
か
に
記
念
授
業
を
終
了
し
た
。

須
藤
判
事
は
、
中
央
大
学
卒
、
昭
和
四
五
年

弁
護
士
登
録
。
東
京
弁
護
士
会
副
会
長
、
日
本

弁
護
士
連
合
会
綱
紀
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

た
。
栃
木
県
足
利
市
出
身
。

須
藤
先
生
　
最
高
裁
判
事
就
任

「
開
学
以
来
こ
こ
で
教
え
て
き
た
が
、
逆
に
、

医
療
福
祉
に
様
々
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
教
え

ら
れ
た
。
他
の
判
事
と
は
違
っ
た
こ
の
貴
重
な

経
験
を
裁
判
官
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
ら
れ
て
い
る
。

教
職
員
一
同
、
須
藤
判
事
の
ご
活
躍
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　
総
務
課
）

平
成
二
二
年
二
月
一
三
日
（
土
）
午
後
二
時

か
ら
国
際
医
療
福
祉
大
学
Ｆ
１
０
１
教
室
に
お

い
て
、
介
護
老
人
保
健
施
設
マ
ロ
ニ
エ
苑
設
立

二
〇
周
年
記
念
講
演
会
並
び
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
（
テ
ー
マ
・
こ
れ
か
ら
の
老
人
保

健
施
設
と
課
題
）
が
開
催
さ
れ
た
。

講
演
会
は
、

・
鈴
木
康
裕
氏
（
厚
労
省
前
老
健
局
老
健
課
長
）

「
日
本
の
高
齢
者
施
設
の
役
割
と
課
題
」

・
杉
原
素
子
氏
（
本
学
副
学
長
）「
老
人
保
健
施

設
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
」

・
竹
内
孝
仁
氏
（
本
学
大
学
院
教
授
）「
老
人
保

健
施
設
の
今
後
の
課
題
〜
マ
ン
パ
ワ
ー
・
介

護
報
酬
・
お
む
つ
ゼ
ロ
」

の
三
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
の
視

点
で
老
健
施
設
の
在
り
方
を
深
く
探
求
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
高
木
理
事

長
が
座
長
と
な
り
、
三
名
の
講
演
者
の
他
に
、

・
平
山
登
志
夫
氏
（
千
葉
県
老
人
保
健
施
設
協

議
会
会
長
）

・
和
田
勝
氏
（
本
学
大
学
院
教
授
）

・
黒
岩
祐
治
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
本
学
大

学
院
教
授
）

が
加
わ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

マ
ロ
ニ
エ
苑
２０
周
年
記
念
式
典

著
名
な
先
生

方
の
講
演
を
聞

く
こ
と
の
で
き

る
絶
好
の
機
会

と
な
り
、
地
元

行
政
関
係
者
の

他
、
老
健
施
設

関
係
者
や
リ
ハ

ビ
リ
関
係
の
在

学
生
、
一
般
市

民
の
方
な
ど
、

総
勢
四
五
五
名

の
皆
様
方
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
。

マ
ロ
ニ
エ
苑
は
平
成
二
年
一
〇
月
に
栃
木
県

内
で
四
番
目
の
老
人
保
健
施
設
、
ま
た
入
所
定

員
二
〇
〇
名
の
国
内
最
大
規
模
の
老
健
施
設
と

し
て
設
立
し
ま
し
た
。
敷
地
内
採
掘
の
天
然
温

泉
（
マ
ロ
ニ
エ
温
泉
）

は
源
泉
掛
け
流
し
で

施
設
入
所
者
及
び
通

所
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用

者
の
入
浴
に
毎
日
使

用
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
マ
ロ
ニ
エ

苑
・
に
し
な
す
の
総

合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
職
員
は
、
地
域
の
皆
様
方
に

ご
支
持
を
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
、
ま
た
地

域
の
医
療
福
祉
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
施
設
と

し
て
今
後
も
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
二
〇
周
年
記
念
行

事
に
お
き
ま
し
て
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
関
連
施
設
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
、
記
念
式
典
の
開
催
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
マ
ロ
ニ
エ
苑
事
務
長
代
理
　
折
井
章
）
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学
位
記
授
与
式

三
月
一
四
日
（
日
）、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書

館
講
堂
棟
三
階
講
堂
に
て
「
平
成
二
一
年
度
福

岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
・
九
州
地
区
大

学
院
　
学
位
記
授
与
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
は
雨
が
続
き
、
天
気
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
当
日
は
一
転
、
晴
れ
間
の
広
が
る
す

ば
ら
し
い
青
空
と
な
り
ま
し
た
。

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
二
期
生
で

あ
る
卒
業
生
は
九
九
名
。
理
学
療
法
学
科
四
九

名
、
作
業
療
法
学
科
五
〇
名
が
新
た
な
人
生
の

門
出
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
の
修
了

生
は
二
二
名
。
こ
の
日
の
た
め
に
、
多
く
の
ご

来
賓
、
保
護
者
の
皆
様
、
教
職
員
や
在
校
生
が

式
典
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

式
典
は
、
校
歌
斉
唱
に
続
き
、
学
部
卒
業
生

総
代
田
代
大
佑
さ
ん
（
作
業
療
法
学
科
）、
修
士

課
程
修
了
生
総
代
中
村
泰
子
さ
ん
、
博
士
課
程

修
了
生
総
代
瀬
戸
僚
馬
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
学

位
記
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
学
長
賞
、
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
校
協
会
「
優
秀
賞
」
の
授
与
が
行
わ
れ
、

学
長
賞
を
受
け
た
松
葉
萌
さ
ん
（
理
学
療
法
学
科
）

を
は
じ
め
四
名
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
北
島
学
長
、
開
原
大
学
院
長
、
高

木
理
事
長
が
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、
卒
業
生
、
修

了
生
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
研
鑽
と

活
躍
を
期
待
す
る
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
ご
参
列
い
た
だ
い
た
方
を
代
表
し

て
、
植
木
光
治
大
川
市
長
、
古
賀
一
成
衆
議
院
議

員
、
鳩
山
邦
夫
衆
議
院
議
員
、
松
本
英
則
大
川
三

潴
医
師
会
長
よ
り
、
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
松
葉
萌
さ
ん

（
理
学
療
法
学
科
）
に
よ
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
渋

田
礼
子
さ
ん
（
作
業
療
法
学
科
）
よ
り
、
卒
業
記

念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
位
記
授
与
式
の
あ
と
は
、
理
学
療
法
学
科
、

作
業
療
法
学
科
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
「
学
位

記
伝
達
式
」
が
行
わ
れ
、
一
人
ひ
と
り
に
学
位

記
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
療
法
学
科
で
は
、
入
学
時
の
写
真
を
バ

ッ
ク
に
、
学
位
記
を
受
け
取
り
、
卒
業
生
は
一

言
ず
つ
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
ま
し
た
。
卒
業
生
か

ら
は
、
四
年
間
苦
楽
を
と
も
に
し
た
同
級
生
や

教
員
、
そ
し
て
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
保
護

者
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
の
べ
ら
れ
、

感
動
的
な
伝
達
式
と
な
り
ま
し
た
。

総
代田

代
大
佑
さ
ん
（
作
業
療
法
学
科
）

瀬
戸
僚
馬
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
）

中
村
泰
子
さ
ん
（
大
学
院
修
士
課
程
）

学
長
賞

松
葉
萌
さ
ん
（
理
学
療
法
学
科
）

田
代
大
佑
さ
ん
（
作
業
療
法
学
科
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
校
協
会
「
優
秀
賞
」

森
野
早
紀
さ
ん
（
理
学
療
法
学
科
）

夜
久
加
代
子
さ
ん
（
作
業
療
法
学
科
）

『
環
境
（
自
立
）
介
護
家
具
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
大
川
』

二
月
二
〇
日
（
土
）
・
二
一
日
（
日
）、
大
川

市
の
大
川
産
業
会
館
に
お
い
て
、『
環
境
（
自

立
）
介
護
家
具
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
大
川
』

が
開
か
れ
ま
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
作
業
療
法
学
科
の
斎
場
三
十
四
教

授
が
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
、
家
具
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
を
養
成
（
七
九
号
で
既
報
）
し

て
い
る
大
川
福
祉
家
具
研
究
会
や
、
大
川
未
来

塾
、
大
川
元
気
再
生
事
業
推
進
委
員
会
・
大
川

市
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
本
学
も
後
援
と
し

て
名
を
連
ね
て
い

ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
狙
い
は
、
家
具

の
街
で
あ
る
大
川

市
の
産
業
の
新
た

な
柱
と
し
て
環
境

介
護
（
自
立
）
家

具
を
普
及
さ
せ
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
家
具
製
造
関
係
者
の
み
な

ら
ず
、
医
療
や
福
祉
の
分
野
に
携
わ
っ
て
い
る

方
や
近
隣
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
方
が
詰
め
か
け
、
会
場
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
斎
場
教
授
は
、「
世
の
中
の
ニ

ー
ズ
に
大
川
の
家
具
が
応
え
て
い
な
い
。
そ
こ

で
私
は
「
環
境
（
自
立
）
家
具
」
と
い
う
名
前

を
提
唱
し
た
。
元
気
で
長
く
「
自
分
の
力
」
で

生
活
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
戦
略
と

し
て
家
具
を
と
ら

え
、
自
立
し
た
生

活
へ
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
家
具
を
世

に
送
り
出
し
た
い

と
考
え
た
。
大
川

っ
て
こ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
の
だ
、

と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
」

と
力
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
本
学
大
学
院
医
療
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
分
野
の
大
熊
由
紀
子
教
授
が
駆
け
つ
け
、

「
北
欧
に
学
ぶ
。
認
知
症
の
『
暮
ら
し
』
を
支
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

大
熊
教
授
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
九
五
九
年

法
）
を
引
き
合
い
に
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
か
、

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
お
二
人
の
作

業
療
法
士
を
迎
え
た
記
念
レ
ク
チ
ャ
ー
や
、
自

立
支
援
を
支
え
る
家
具
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
入
試
広
報
部
　
横
溝
　
公
紀
）

10

OKAWA Campus report

T
o

p
ic

s

ト
ピッ
ク
ス



合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
陰
で
す
。

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
毎
年
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
薬
学
科
助
手
　
田
島
正
教
）

去
る
一
二
月
一
九
日
、
京
都
外
国
語
大
学
に
お

い
て
「
第
三
回
森
田
杯
・
英
文
毎
日
杯
ペ
ア
で
紹

介
す
る
日
本
文
化
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
大
学
生
が
二
人
一
組
と

な
っ
て
英
語
で
日
本
文
化
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
。
全
国
か
ら
四
九
組
の
応
募
が
あ
り
、
本

学
薬
学
部
一
年
の
小
笠
原
夕
希
子
さ
ん
、
看
護
学

科
一
年
の
半
田
理
瑛
さ
ん
ペ
ア
が
見
事
に
二
回
の

予
備
審
査
を
通
過
し
、
本
選
に
臨
ん
だ
。

『Good
M
edicine

T
astes

Bitter

―Japan-
ese
T
raditionalH

erbalM
edicine

』（
良
薬

口
に
苦
し
―
日
本
の
伝
統
薬
）
と
題
し
、
日
本
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
生
薬
に
つ
い
て
、
乾
燥
し
た
ド
ク
ダ

ミ
や
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
の
実
物
を
見
せ
た
り
、
ス
ラ

イ
ド
を
活
用
し
て
発
表
を
行
っ
た
。
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
熱
心
に
聞
き
入
る
外
国
人
の
姿
も
見
う
け
ら
れ

た
。
こ
の
大
会
に
向
け
て
、
長
時
間
に
わ
た
り
毎
日

練
習
を
重
ね
て
き
た
二
人
だ
が
、
惜
し
く
も
入
賞
は

逃
し
た
。
し
か
し
、
外
国
語
専
攻
で
は
な
い
一
年
生

が
本
選
ま
で
進
め
た
こ
と
は
快

挙
で
あ
り
、
こ
の
貴
重
な
経
験

は
今
後
の
彼
女
た
ち
の
学
生
生

活
に
大
い
に
生
か
さ
れ
る
に
違

い
な
い
。

（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
語
学

教
育
部
）

第
三
回
森
田
杯
・
英
文
毎
日
杯
ペ
ア

で
紹
介
す
る
日
本
文
化
プ
レ
ゼ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
　
出
場

日
本
「
ア
ジ
ア
英
語
」
学
会
主
催
の
英
作
文

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
本
学
放
射
線
・
情
報
科
学
科

の
前
田
雄
大
さ
ん
が
優
秀
賞
を
、
理
学
療
法
学

科
の
多
和
田
真
希
さ
ん
が
佳
作
を
受
賞
し
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
（E

xtrem
ely

Short
Story

C
om
petition

）
と
は
、「
極
め
て
短
い
ス
ト

ー
リ
ー
」
の
英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
、
エ
ッ
セ
イ
、
感
想
、
思
い
出
な
ど
を

五
〇
語
で
自
由
に
書
く
も
の
。
今
回
は
千
二
百

作
品
も
の
応
募
が
あ
っ
た
。

前
田
さ
ん
の
『O

ne
for
all,allfor

one

』

は
、
本
学
お
よ
び
、
医
療
に
つ
い
て
の
本
質
を

描
い
た
胸
を
打
つ
作
品
で
あ
る
。
本
学
の
全
て

の
学
生
に
ぜ
ひ
読
ん
で
欲
し
い
。
ま
た
、
多
和

田
さ
ん
の
『Life

』
は
十
代
の
若
者
の
心
の
ひ

だ
を
絶
妙
な
リ
ズ
ム
で
表
現
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
可
能
。

http://essc.fit.ac.jp/2009_aw
ard_w

ork.h
tm
l

（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
語
学
教
育
部
）

第
四
回
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
　
入
賞
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国
家
試
験
が
終
了
し
、
卒

業
間
近
の
四
年
生
に
平
成
二

二
年
三
月
二
日
か
ら
三
日
間
、

私
学
助
成
対
象
事
業
で
あ
る

基
礎
教
育
と
職
場
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
た
め
の
研
修
を

行
っ
た
。

新
人
看
護
師
の
ス
ム
ー
ズ

な
職
場
適
応
へ
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
目
的
に
昨
年
度
よ
り
準
備
を
進
め
て

き
た
。
就
職
後
早
期
に
行
う
業
務
を
想
定
し
、

決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
多
重
業
務
を
行
う
も
の

で
、
模
擬
患
者
に
は
瞳
孔
反
射
や
心
音
等
が
観

察
で
き
る
精
巧
な
モ
デ
ル
（Physiko

京
都
科

学
社
製
）
を
用
い
た
。

今
回
は
、
試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
一
七
名

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

「
卒
業
を
前
に
楽
し
く
行
え
、
と
て
も
有
意
義
な

研
修
だ
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
。
次
回
か

ら
は
希
望
す
る
学
生
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
計

画
を
進
め
て
い
る
。

（
看
護
学
科
卒
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新
野
峰
子
）

栃
木
県
作
業
療
法
士
会
が
主
催
し
た
「
第
四

回
福
祉
用
具
発
明
＆
工
夫
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お

い
て
、
本
学
科
一
年
廣
田
祐
樹
さ
ん
が
「
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
た
。

福
祉
用
具
と
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
の
道
具
や
機
器
の
こ
と
で
、
作

福
祉
用
具
発
明
＆
工
夫
コ
ン
テ
ス
ト

「
優
秀
賞
」
受
賞

看
護
学
科
　

卒
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
研
修
―

業
療
法
士
が
得
意
と

す
る
分
野
で
あ
る
。

今
回
受
賞
し
た

「
着
脱
式
マ
ジ
ッ
ク

シ
ュ
ー
ズ
」
は
、
障

害
を
持
つ
方
が
履
き

や
す
い
よ
う
、
ま
た

福
祉
用
具
に
あ
り
が

ち
な
見
た
目
の
問
題
に
も
配
慮
し
た
点
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。

来
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
実
習
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
閃
い
た
ア
イ
デ
ア
を
形
に

し
た
本
学
科
学
生
の
作
品
応
募
・
受
賞
に
期
待

し
た
い
。（
作
業
療
法
学
科
助
教
　
高
村
直
裕
）

二
月
四
日
、
韓
国
ナ
ザ
レ
大
学
（K

orea
N
azarene

U
niversity)

の
言
語
聴
覚
学
科

の
学
生
一
五
名
が
研
修
目
的
で
来
学
し
た
。
午

前
中
は
、
本
学
科
三
年
生
と
学
習
内
容
や
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
に
つ
い
て
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、
情
報
交
換
し
た
。
午

後
は
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
や
国
際
医
療
福
祉
大

学
病
院
を
見
学
し
た
。
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、

言
語
聴
覚
士
を
目
指
す
動
機
、
実
習
、
実
際
の

言
語
指
導
な
ど
の
他

に
、
好
み
の
俳
優
や

美
容
な
ど
の
話
題
も

あ
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
韓
国
ナ

ザ
レ
大
学
と
本
学
の

言
語
聴
覚
学
科
と
の

交
流
は
こ
れ
で
三
度

目
に
な
る
。
今
後
は

言
語
聴
覚
学
科

「
韓
国
ナ
ザ
レ
大
学
と
の
学
生
交
流
会
」

学
術
交
流
も
含
め
て
親
交
を
深
め
た
い
と
思
う
。

（
言
語
聴
覚
学
科
教
授
　
城
間
将
江
）

二
月
一
九
日
、
視
機
能
療
法
学
科
で
は
、
五

月
か
ら
始
ま
る
平
成
二
二
年
度
臨
地
実
習
に
向

け
、
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
習
指
導
者
会

議
を
開
催
し
た
。
本
会
議
は
充
実
し
た
実
習
に

す
る
た
め
の
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
。
北
島
学

長
の
ご
挨
拶
の
後
、
昨
年
度
、
実
習
施
設
側
か

ら
提
起
さ
れ
た
問
題
点
や
ご
要
望
に
対
し
、
大

学
側
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
様
々

な
患
者
様
へ
の
対
応
を
念
頭
に
お
い
た
接
遇
面

の
指
導
に
加
え
、
実
習
に
入
る
段
階
で
の
学
生

個
々
の
知
識
や
技
術
の
到
達
レ
ベ
ル
の
ば
ら
つ

き
に
対
し
、
実
習
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
現
場
の
指
導
者
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
伺
う
貴

重
な
機
会
と
な
っ

た
。
懇
親
会
で
は
実

習
施
設
間
の
情
報
交

換
も
な
さ
れ
た
。
今

後
も
よ
り
質
の
高
い

臨
地
実
習
に
向
け
実

習
施
設
側
と
手
を
携

え
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

（
視
機
能
療
法
学
科
講
師
　
小
町
祐
子
）

一
月
二
一
日
、
医
療
経
営
管
理
学
科
と
医
療

福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン

二
〇
〇
九
年
度
　
医
療
管
理
学
科

認
定
資
格
合
格
者
表
彰
式

視
機
能
療
法
学
科

実
習
指
導
者
会
議

ト
系
の
認
定
資
格
で
あ
る
「
経
営
学
検
定
試
験

（
合
格
者
数
計
六
〇
名
）」「
簿
記
検
定
試
験
（
合

格
者
数
計
六
六
名
）」「
診
療
報
酬
請
求
事
務
能

力
認
定
試
験
（
合
格
者
数
計
一
七
名
）」「
医
療

情
報
基
礎
知
識
検
定
試
験
（
合
格
者
数
計
六
三

名
）「
診
療
情
報
管
理
士
試
験
（
合
格
者
数
計
六

三
名
）」
等
の
資
格
取
得

者
（
二
〇
〇
九
年
度
合

格
者
）
を
対
象
と
し
た

表
彰
式
を
行
っ
た
。

丸
木
学
科
長
よ
り
、

教
員
と
学
生
が
一
体
と

な
っ
て
努
力
し
た
結
果
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

合
格
率
が
達
成
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
、
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
、
頑
張
っ
た
仲
間
と
一
緒
に
合
格
を
祝

っ
た
。（
医
療
経
営
管
理
学
科
助
教
　
藤
野
裕
）

平
成
二
二
年
一
月
一
〇
、
一
一
日
、
薬
学
科
四

年
生
を
対
象
に
薬
学
共
用
試
験
の
一
つ
で
あ
る
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
）
を
実
施
し

た
。
試
験
は
、「
薬
剤
の
調
製
」、「
無
菌
操
作
の

実
践
」、「
情
報
の
提
供
」
な
ど
六
課
題
を
行
う
。

一
人
の
学
生
に
対
し
て
、
二
名
の

評
価
者
（
教
員
・
薬
局
薬
剤
師
・

病
院
薬
剤
師
）
が
評
価
を
し
、
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
合
格
し
な
い
と
五
年
次

に
実
施
す
る
病
院
・
薬
局
実
務
実

習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
学
生
は
緊
張
の
中
、
真
剣
に

臨
ん
で
い
た
。
学
生
の
こ
れ
ま
で

の
努
力
が
実
り
、
受
験
者
全
員
が

薬
学
科

薬
学
共
用
試
験
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
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映
画
を
見
る
の

が
好
き
で
、
ホ

ラ
ー
映
画
以
外

は
な
ん
で
も
見

る
。
特
に
お
気

に
入
り
は
、
イ

ン
グ
リ
ッ
ド
・

バ
ー
グ
マ
ン
出

演
の
作
品
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
で
共

演
し
て
い
る
ハ
ン
フ
リ
ー
・
ボ
ガ
ー
ド
は
私

の
永
遠
の
あ
こ
が
れ
で
あ
る
。
あ
る
女
性
に

昨
日
何
を
し
て
い
た
の
か
問
い
詰
め
ら
れ
る

と「
そ
ん
な
昔
の
こ
と
は
忘
れ
た
」

と
か
っ
こ
よ
く
か
わ
し
て
い
る
。

し
か
し
、
同
じ
台
詞
を
違
う
状
況
で
言
っ

て
し
ま
う
と
え
ら
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

最
近
、
簡
単
な
漢
字
を
板
書
し
よ
う
と
し
て

書
け
ず
に
え
ら
く
狼
狽
し
た
。
ま
た
、
質
問

に
指
名
し
た
学
生
の
名
前
が
言
え
ず
に
気
ま

ず
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
一
度
や
二
度
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
も
し
医
師
の

診
察
に
ハ
ン
フ
リ
ー
・
ボ
ガ
ー
ド
ば
り
の
返

答
を
し
よ
う
も
の
な
ら
「
明
日
の
記
憶
」
の

渡
辺
謙
さ
ん
と
同
じ
く
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
が
落
ち
で
あ
る
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
記
憶
障
害
が
一
番
の

中
核
症
状
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
コ
ー
ピ
ン
グ

し
よ
う
と
取
り
繕
い
行
動
を
見
せ
る
こ
と
が

あ
る
。

先
日
、
八
〇
歳
代
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
女
性
と
話
し
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
好

き
な
食
べ
物
な
ど
を
聞
く
と
う
ま
く
答
え
ら

れ
な
い
た
め
か
、
取
り
繕
い
で
突
然
自
分
の

亡
く
な
っ
た
ご
主
人
の
こ
と
を
語
り
始
め
た
。

そ
の
内
容
は
養
子
に
き
て
も
ら
っ
た
ご
主
人

に
や
さ
し
く
せ
ず
申
し
訳
な
か
っ
た
い
う
謝

罪
と
感
謝
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
話
を
聞
き
、
失
わ
れ
て
い
く
記
憶
の
中
で

相
手
に
対
す
る
思
い
が
宝
石
の
よ
う
に
美
し

く
大
切
に
残
っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
。

生
活
上
は
記
憶
の
問
題
で
介
助
な
し
で
生
活

で
き
な
い
よ
う
な
状
況
で
も
、
他
人
に
対
し

て
語
る
こ
と
が
で
き
る
思
い
出
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
う
ら
や
ま
し
さ
を
感
じ
た
。

翻
っ
て
自
分
自
身
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

家
族
か
ら
毎
日
細
々
と
生
活
上
の
だ
ら
し
な

さ
を
指
摘
さ
れ
、
治
す
よ
う
に
強
要
さ
れ
る
。

だ
が
、
性
格
が
鷹
揚
な
た
め
、
一
向
に
意
に

介
す
こ
と
な
く
、
し
か
ら
れ
て
い
る
だ
け
で

終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
調
子
だ
と
、

人
生
の
終
末
に
は
家
族
の
悪
口
を
言
い
続
け

る
じ
い
さ
ま
に
な
り
さ
が
る
こ
と
が
落
ち
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
け
た
。
晩
節
を
汚
さ
ぬ
よ

う
、
家
族
が
不
愉
快
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今

か
ら
生
活
を
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
患

者
さ
ん
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。

私の主張 第15回 晩節を汚さぬために―昔のことは忘れない― 為数哲司福岡リハビリテーション学部
言語聴覚学科　准教授

One for all, all for one
Yudai Maeda

"One for all, all for one"

The proverb is important for our

university.

Our university educates various med-

ical experts.

It is difficult for a single expert to

save lives.

But, various medical experts gather 

and then we can help a person's life.

Our university students have to have

the spirits.

Life
Maki Tawada

Life is long.
But life is short.

Life is wonderful. 
But life is dull.

Life is sweet. 
But life is bitter.

So I can laugh and cry.
So I can feel up and down.

I always think that I can look up at
the sky.

Because I am alive now.



▼　国際医療福祉大学病院 10287-37-2221 http://www.iuhw.ac.jp/hospital/mainpage.htm

▼　国際医療福祉大学塩谷病院 10287-44-1155 http://shioya.iuhw.ac.jp/

施設インフォメーション

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

チ
ー
ム
医
療
で
質
の
向
上

〜
胃
が
ん
患
者
に
対
し
て
術
後
５
日
で
退
院
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム：

５
Ｄ
Ｄ
Ｐ
（
５
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ

ｒ
ｇ
ｅ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
）
〜

昨
今
、
胃
癌
の
治
療
に
お
い
て
、
内
視
鏡
手

術
や
腹
腔
鏡
手
術
を
用
い
た
低
侵
襲
手
術
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
腹
腔
鏡
下
手
術
は
、
こ

れ
ま
で
の
開
腹
手
術
に
比
べ
出
血
量
が
少
な
い
、

術
後
消
化
管
の
回
復
が
早
い
、
術
後
呼
吸
機
能

の
障
害
が
少
な
い
、
入
院
期
間
が
短
い
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
当
院
で
も
そ
の
利
点
を
活

か
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
試
験
を
経
た
後
、
二
〇
〇

八
年
一
一
月
よ
り
腹
腔
鏡
下
胃
全
摘
術
と
腹
腔

鏡
下
幽
門
側
胃
切
除
術
を
施
行
す
る
患
者
さ
ん

に
対
し
て
、
早
期
退
院
を
援
助
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
５
Ｄ
Ｄ
Ｐ
（
５
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ

ｒ
ｇ
ｅ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
）
を
導
入
し
た
。

５
Ｄ
Ｄ
Ｐ
の
骨
子
は
、
医
師
、
看
護
師
、
薬

剤
師
、
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
な
ど
が
連
携
し
、

術
後
早
期
経
口
摂
取
、
早
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
徹
底
し
た
疼
痛
緩
和
お
よ
び
多
職
者
か

ら
の
精
神
的
支
援
の
提
供
な
ど
か
ら
な
る
。
入

院
前
か
ら
外
来
・
病
棟
が
連
携
し
患
者
の
不
安

を
取
り
除
き
手
術
に
臨
め
る
よ
う
関
わ
り
を
持

ち
、
退
院
後
も
患
者
さ
ん
へ
電
話
や
外
来
で
の

面
談
を
行
い
日
常
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
不
安

や
疑
問
点
の
解
消
に
努
め
る
。
早
期
に
退
院
で

き
る
こ
と
は
、
入
院
前
の
生
活
に
早
期
に
戻
れ

る
こ
と
か
ら
、
身
体
的
、
精
神
的
な
回
復
に
繋

が
る
印
象
を
受
け
て
い
る
。
５
Ｄ
Ｄ
Ｐ
は
多
職

種
の
医
療
者
が
力
を
集
約
す
る
チ
ー
ム
医
療
で

あ
る
。

当
院
に
て
中
学
生
対
象
の
外
科
手
術
体
験

「
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

医
師
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
外
科
医
を

目
指
す
子
ど
も
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、
県

内
の
中
学
生
三
〇
名
を
対
象
と
し
、
自
動
吻
合

器
や
エ
コ
ー
・
超
音
波
メ
ス
な
ど
の
最
新
医
療

機
器
を
使
用
し
た
外
科
手
術
セ
ミ
ナ
ー
を

平
成
二
二
年
三
月
二
七
日
に
開
催
し
ま
し

た
。参

加
し
た
中
学
生
か
ら
貴
重
な
体
験
が

出
来
た
と
の
感
想
が
聴
か
れ
ま
し
た
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
　
副
看
護
部
長
　

室
井
　
幸
江

（
鈴
木
　
裕
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

昨
年
一
〇
月
下
旬
に
地
鎮
祭
を
実
施
し
、
以

降
半
年
間
建
設
作
業
を
し
て
お
り
ま
し
た
、
医

師
宿
舎
が
こ
の
た
び
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
宿

舎
名
は
「
ア
ミ
テ
ィ
塩
谷
」
で
す
。
こ
の
宿
舎

は
塩
谷
病
院
敷
地
内
に
あ
り
、
駐
車
場
約
百
台

分
程
度
の
敷
地
面
積
を
と
っ
て
い
ま
す
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
と
な
っ
て
お
り
、

一
階
が
食
堂
、
風
呂
等
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
、
お

よ
び
管
理
人
室
。
二
階
、
三
階
が
医
師
宿
泊
用

の
部
屋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
部
屋
数
は
十
三
部

屋
で
う
ち
定
住
型
ル
ー
ム
が
九
部
屋
、
ゲ
ス
ト

ル
ー
ム
が
四
部
屋
で
す
。

こ
の
宿
舎
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
共
同
浴
場
の
浴
槽
は
檜
造
り
で
、
ゆ
っ
く
り

と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
ま
た
、
そ
の
共
同
浴
場
に
は
サ
ウ
ナ
室
も
備

え
つ
け
ら
れ
て
お
り
、

③
全
室
南
向
き
で
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
風
景
は

目
の
前
に
川
と
畑
、
目
を
少
し
西
に
向
け
る

と
高
原
山
が
迫
っ
て
お
り
、
栃
木
の
四
季

折
々
の
自
然
を
堪
能
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

定
住
型
ル
ー
ム
は
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
す
が
、
五
四

㎡
と
広
く
、
ゆ
っ
た
り
と
生
活
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
お
部
屋
に

は
生
活
に
必
須
な
家
電
の
ほ
か
家
具
も
備
え
つ

け
ら
れ
て
お
り
、
体
ひ
と
つ
で
入
居
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て
も
三
四
㎡
と
ホ
テ

ル
以
上
に
広
く
、
お
手
洗
い
・
浴
室
別
で
キ
ッ

チ
ン
ま
で
備
え
つ
け
て
お
り
、
そ
こ
で
生
活
し

て
も
十
分
な
住
環
境
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
、
引
き
渡
し
が
完
了
し
た
ば
か
り
で
、

運
用
面
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
構
築
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
四
月
よ
り
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
施
設
と

し
て
仲
間
入
り
を
い
た
し
ま
し
た
「
ア
ミ
テ
ィ

塩
谷
」
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
総
務
課
・
管
理
課
）

IUHW 2010.4.2015

大
学
院
で
は
、
毎
年
授
業
の
一
部
を
、
広
く
一

般
の
方
々
に
も
公
開
講
座
「
乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
」
と

し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
前
期
も
、
医
療
・
福
祉
関
係
を
中
心
に
、

一
七
講
座
を
開
講
し
ま
す
（
左
表
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
）。
講
座
ご
と
に
、
本
学
の
教
員
以
外
に
も
、

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
著
名
な
ゲ
ス
ト
講
師
を
お
招

き
し
、
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
す
。（
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

ま
た
、
当
日
都
合
で
来
ら
れ
な
い
方
は
、
イ
ン

乃
木
坂
ス
ク
ー
ル

二
〇
一
〇
年
度
前
期
開
講
の
ご
案
内

タ
ー
ネ
ッ
ト
同
時
中
継
を
実
施
し
て
い
る
講
座
は
、

手
続
き
さ
え
し
て
お
け
ば
、
一
週
間
の
間
は
い
つ

で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

院
生
の
方
は
、
授
業
科
目
以
外
で
も
、
ほ
と
ん

ど
の
講
座
が
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の

興
味
に
合
わ
せ
て
受
講
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で

す
。
ま
た
、
卒
業
生
・
修
了
生
及
び
教
職
員
の
方

は
、
半
額
以
下
で
受
講
で
き
ま
す
。

な
お
、
人
気
の
講
座
は
既
に
締
切
り
が
出
て
い

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
上
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
一
人
で
も

多
く
の
方
に
「
乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
」
の
す
ば
ら
し

さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
学
院
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　
川
端
穂
）

四
月
一
六
日
（
金
）、
二
〇
一
〇
年
度
前
期
乃

木
坂
ス
ク
ー
ル
＃
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「
変
革
期
の
医
療
・
福
祉
・

政
治
の
行
方
」
が
開
講
し
、
そ
の
第
１
回
「
社

会
保
障
に
お
け
る
政
治
の
役
割
」（
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ：

黒
岩
祐
治
教
授
）
の
ゲ
ス
ト
講
師
と
し

て
安
倍
晋
三
元
首
相
が
本
学
東
京
青
山
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
た
。

も
と
も
と
社
会
保
障
と
の
関
わ
り
が
深
い
元

首
相
は
、
冒
頭
で
介
護
保
険
制
度
の
立
上
げ
の

際
の
政
権
内
部
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
る
な
ど

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ム
ー
ド
も
演
出
。
小
泉
内
閣

が
始
め
た
構
造
改
革
や
昨
今
の
医
療
崩
壊
な
ど

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
選
挙
区
に
医
療
崩
壊
が

起
き
て
い
な
い
こ
と
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
わ

か
り
や
す
く
持
論
を
展
開
さ
れ
た
。
団
塊
の
世

代
が
六
五
歳
に
突
入
す
る
二
〇
一
三
年
問
題
は

医
療
福
祉
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
。
医
療
福

祉
分
野
の
発
展
や
従
事
者
の
生
活
向
上
の
た
め

に
も
経
済
の
発
展
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
、
こ
の
面
か
ら
、
鳩
山
政
権
の
政
策
に
疑
問

を
呈
し
て
い
た
。

（
東
京
事
務
所
広
報
室
）

乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
の
ゲ
ス
ト
講
師
と

し
て
安
倍
晋
三
元
首
相
来
訪

三
月
に
実
施
し
た
「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
入
試
Ⅱ
期
」
を
も
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
度
の

入
学
試
験
が
全
て
終
了
し
た
。

今
年
度
は
、
一
昨
年
後
半
か
ら
の
景
気
の
後
退

を
受
け
、
特
待
生
特
別
選
抜
入
試
の
導
入
や
授
業

料
減
免
制
度
の
大
幅
拡
充
な
ど
、
学
費
サ
ポ
ー
ト

制
度
を
大
き
く
充
実
さ
せ
た
年
度
と
な
っ
た
。
ま

た
、
地
方
試
験
場
の
拡
充
や
試
験
科
目
の
変
更
な

ど
、
受
験
者
が
よ
り
受
験
し
や
す
い
環
境
を
整
え

た
こ
と
も
あ
り
、
本
学
全
体
と
し
て
昨
年
度
を
上

回
る
六
〇
三
七
名
の
方
に
受
験
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。

医
師
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

各
専
門
職
が
医
療
現
場
で
果
た
す
役
割
は
年
々
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
見
事
に
合
格
を
勝
ち
取

っ
た
受
験
者
の
方
々
に
は
、
受
験
勉
強
で
培
っ
た

努
力
・
経
験
を
基
に
、
将
来
の
チ
ー
ム
医
療
を
支

え
る
医
療
福
祉
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

次
年
度
以
降
の
学
生
募
集
で
も
、
厳
し
い
環
境
は

続
く
。
受
験
生
に
選
ば
れ
る
大
学
で
あ
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
教
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
本
学

独
自
の
魅
力
を
構
築
・
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
る
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
入
試
課
）

二
〇
一
〇
年
度
入
試
状
況
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本学大学院黒岩教授の進行で熱心に語る安倍元
首相。生徒からは『新報道2001』をライブで
見るようだった、という感想も聞かれた。

学部 定員 志願者数
（ ）は昨年度

保健医療 480名 2600名
（2528名）

医療福祉 160名 341名
（307名）

薬 180名 979名
（365名）

小田原
保健医療 130名 1216名

（1336名）

福岡看護 80名 487名
（254名）

福岡リハビリ
テーション 160名 414名

（527名）

合計 1190名 6037名
（5317名）

◆2010年度入試　学部別志願者数

スタート日
時間 回数 定員

（東京） 講座タイトル コーディネーター 受講料
（一般） 遠隔 ネット

中継

＃01 4/12（月）
18：30～20：30 15回 80名 「ＤＰＣデータの解析と利用」 高橋泰 ¥36,000 ○ ○

＃02 5/17（月）
19：00～21：00 10回 50名

「常に最高の福祉用具専門相談員を目指すあなたのためのレベル
アップ講座・バージョンアップ版」 田中繁 ¥35,000 ○ ○

＃03 5/10（月）
18：30～20：30 4回 20名 「看護研究と文献活用」 今田敬子 ¥15,000 － －

＃04 4/13（火）
18：00～19：30 14回 80名 「初歩から学ぶ統計学入門」 河口洋行 ¥36,000 ○ ○

＃05 4/13（火）
18：00～19：30 13回 80名 「医療情報システム概論～基礎から最近の

話題まで～」 開原成允 ¥36,000 ○ ○

＃06 4/14（水）
18：30～21:00 12回 100名 「ケアマネジメント・認知症ケア・介護予防

のための講座」 竹内孝仁 ¥36,000 ○ ○

＃07 4/14（水）
19：40～21：10 15回 40名 「治験支援スタッフのための基礎と応用」 中野重行 ¥36,000 ○ －

＃08 4/14（水）
18：30～20：30 15回 20名 「病院のＩＴ化と経営戦略への応用」 開原成允

外山比南子 ¥50,000 － －

＃09 4/15（木）
19：40～21：10 12回 60名 「創薬と育薬のための臨床試験の最前線と展

望」
中野重行
大西純一 ¥36,000 〇 －

＃10 4/8（木）
19：40～21：10

13～15
回 50名 「医療におけるデータマイニング技術の活用

とその価値を知る」 武藤正樹 ¥36,000 〇 〇

＃11 4/8（木）
16：20～19：30 15回 20名 「エンブリオロジスト必修講座」 柳田薫 ¥36,000 〇 －

＃12 4/16（金）
18：30～21：00 12回 80名

「変革期の医療・福祉・政治の行方―医療・福祉ジャー
ナリズムの視点から」

大熊由紀子
黒岩祐治・丸木一成 ¥36,000 ○ ○

＃13 4/17（土）
18：50～20：50 ８回 10名 「動作分析体験コース」 勝平純司

山本澄子 ¥45,000 － －

＃14 4/17（土）
18：30～20：00 11回 100名 「地域連携コーディネータ養成講座2010」 武藤　正樹 ¥33,000 〇 〇

＃16 5/1（土）
14：00～17：30 各９回 各30名

「対人援助技術の熟成を目指して-実践家による実践家のためのスーパ
ーヴィジョン-（コースⅠ）・（コースⅡ）」

相原　和子 ¥54,000 － －

＃17 4/17（土）
12：50～17：50

5回
（6） 30名 「診療情報管理講座～疾病コーディング（上

級）～」 鳥羽　克子 ¥30,000 － －

＃18 4/24（土）
12：50～17：50

5回
（6） 30名 「診療情報管理講座～疾病コーディング（中

級Ａ）～」 鳥羽　克子 ¥30,000 － －

＃e-1 ＶＯＤ授業 医学用語初歩 開原　成允 ¥15,000 － －

＃e-2 ＶＯＤ授業 役に立つ福祉用具の今日・明日・未来 田中　繁 ¥5,000 － －

2009年度　前期・乃木坂スクール開講講座
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術後５日で退院し退院後
２日目で職場復帰し、東
京から福島へ出張する患
者さんの写真



施設インフォメーション

山
王
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
拡
充
再
開

平
成
二
二
年
二
月
一
日
よ
り
「
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
拡
大
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
建
替

え
の
影
響
で
、
リ
ハ
ビ
リ
部
門
を
縮
小
し
て
い

ま
し
た
が
、
ご
利
用
さ
れ
る
患
者
様
や
周
囲
の

方
々
か
ら
の
要
望
も
強
か
っ
た
た
め
、
再
度
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

七
階
建
て
の
山
王
病
院
の
三
階
に
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
位
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
理
学
療
法
士
三
名
、
作

業
療
法
士
一
名
、
言
語
聴
覚
士
二
名
と
、
当
グ

ル
ー
プ
内
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し

て
は
小
さ
い
規
模
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き

る
だ
け
細
や
か
に
一
つ
ひ
と
つ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
科
医
師
の
方
々
か

ら
も
患
者
様
へ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
い
た
だ

き
、
運
動
器
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
神
経
難
病
、

呼
吸
器
疾
患
を
は
じ
め
各
種
、
数
多
く
の
依
頼

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
や
国
際

医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
等
、
グ
ル
ー
プ
関
連
病

院
施
設
や
、
ま
た
介
護
保
険
へ
の
移
行
に
お
い
て

も
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
青
山
、
新
宿
け
や
き
園
等

と
の
連
携
を
密
に
し
、
よ
り
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
任

理
学
療
法
士
　
指
方
梢
）

ボ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、『
声
が
れ
』
や
『
声
が

で
に
く
い
』
な
ど
声
に
何
ら
の
問
題
が
生
じ
て

い
る
方
の
診
断
・
治

療
を
専
門
に
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
が
、
音

声
障
害
・
喉
頭
疾
患

を
専
門
と
す
る
医
師

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
所
属

の
言
語
聴
覚
士
が
連

携
を
と
り
な
が
ら
診

療
に
あ
た
っ
て
い
る

点
も
大
き
な
特
長
で
す
。
医
師
の
診
療
場
面
に

言
語
聴
覚
士
が
立
ち
会
い
患
者
さ
ん
の
声
帯
の

状
況
を
観
察
し
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
治
療
方
針
を

決
定
、
遠
方
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す

の
で
受
診
し
た
そ
の
日
に
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

声
は
無
理
な
使
い
方
や
使
い
す
ぎ
で
す
ぐ
に

枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
喉
を
い
た
わ

り
大
事
に
つ
か
い
ま
し
ょ
う

（
言
語
聴
覚
士
　
佐
藤
剛
史
）

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

学
生
の
み
な
さ
ん
へ

〜
臨
床
実
習
に
向
け
て
〜

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
化
研
病
院
　
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
で
す
。
私
た
ち
の
病
院
で
は
、

年
間
約
三
〇
名
の
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法

学
科
の
学
生
を
実
習
生
と
し
て
迎
え
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
実
習
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
厳
し
い
、
怖
い
、

不
安
、
ま
た
は
楽
し
い
、
期
待
・
・
・
様
々
な

思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
臨
床
実
習
で
は
、

学
校
の
授
業
で
学
ん
だ
内
容
を
、
実
際
の
臨
床

場
面
で
ど
の
よ
う
に
活
か
す
の
か
、
何
を
観
察
・

評
価
し
、
何
を
行
う
の
か
・
・
・
現
場
で
は
卓

上
で
学
ん
だ
基
礎
知
識
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
実
習
施
設
で
あ
る
臨
床
現
場
の
立
場

か
ら
、
学
生
の
み
な
さ
ん
に
実
習
に
向
け
て
の

心
構
え
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

臨
床
実
習
に
あ
た
っ
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
ま
す
か
。
解
剖
学
や
生

理
学
、
運
動
学
、
評
価
学
な
ど
基
礎
知
識
の
見

直
し
は
最
低
で
も
必
要
で
す
。
実
際
に
学
ん
だ

知
識
を
臨
床
現
場
に
て
ど
う
活
か
し
て
い
く
の

か
、
ま
た
、
患
者
様
に
ご
迷
惑
の
か
か
ら
ぬ
様
、

手
際
よ
く
検
査
・
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
手
順

の
確
認
や
模
擬
練
習
な
ど
を
行
っ
て
お
く
こ
と

も
必
要
で
す
。

ま
た
、
基
礎
知
識
以
前
に
必
要
と
な
っ
て
く

る
の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。

患
者
様
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
連

携
も
重
要
で
す
。
い
く
ら
学
生
と
い
え
ど
も
、

臨
床
現
場
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
医
療
現
場
の

一
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
学

校
と
は
違
い
、
目
上
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
機
会
が
多
く
、
話
し
方
や
表
現

の
仕
方
な
ど
、
様
々
な
面
を
考
慮
し
、
社
会
性

を
持
っ
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ど
な
た
に
も
得
意
・
不
得
意
な
面
は
必
ず
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
資
質
面
、
そ
れ
を
問
わ
れ

る
の
が
一
番
の
課
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん

な
に
準
備
を
し
て
き
て
も
、
患
者
様
を
目
の
前

に
す
る
と
緊
張
感
を
伴
い
、
思
っ
た
よ
う
に
い

か
な
い
の
は
当
然
。
そ
れ
を
学
ぶ
の
が
臨
床
実

習
で
す
。
で
す
か
ら
、
た
だ
の
一
経
験
と
し
て

実
習
に
臨
む
の
で
は
な
く
、
自
分
な
り
の
目
標

を
し
っ
か
り
持
ち
、
探
究
心
・
向
上
心
を
積
極

的
に
発
揮
し
実
習
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
心
の

準
備
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

充
実
し
た
臨
床
実
習
と
な
る
よ
う
、
共
に
研

鑽
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
　
山
闢
千
晴
）
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国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

心
臓
病
セ
ン
タ
ー
開
設

二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
長
に
は
、
小
川

聡
院
長
が
就
任
さ
れ
、
専
属
の
ス
タ
ッ
フ
と
最

先
端
の
医
療
機
器
を
揃
え
、
心
臓
病
、
循
環
器

疾
患
全
般
に
わ
た
っ
て
、
予
防
か
ら
急
性
期
医

療
へ
も
対
応
で
き
る
診
療
単
位
が
組
織
さ
れ
ま

し
た
。
二
〇
一
〇
年
一
月
か
ら
は
、
心
臓
カ
テ

ー
テ
ル
部
門
の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
冠
動
脈
形

成
術
も
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年

四
月
よ
り
、
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
外
来
部
門
と
同

じ
四
階
に
併
設
さ
れ
た
集
中
治
療
室
と
あ
わ
せ
、

年
間
三
千
例
を
超
え
る
手
術
例
の
術
前
･
術
後

管
理
を
充
実
さ
せ
、
周
術
期
の
心
血
管
事
故
の

発
生
を
未
然
に
防
ぐ
体
制
が
整
備
で
き
ま
し
た
。

新
病
院
に
先
駆
け
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
心
臓
病
診

療
の
提
供
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

第
四
回
一
般
公
開
講
座
開
催

二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
日
、
第
四
回
一
般
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
乳
腺
セ
ン
タ
ー
長

吉
本
賢
隆
教
授
に
よ
る
講
演
は
「
乳
が
ん
―
早

期
発
見
に
向
け
て
」。

来
場
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
開
講
座
と
比
べ
、

年
齢
層
が
若
く
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
も
活
発
で
、
関
心
の
高
い

テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
テ
ー
マ
で
定
期
的
に
開
催
し
、

患
者
様
や
地
域
の
皆
様
に
役
立
つ
医
療
情
報
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
安
全
推
進
週
間

三
田
病
院
で
は
、
毎
年
、
医
療
安
全
推
進
週

間
（
厚
生
労
働
省
制
定
・
毎
年
一
一
月
二
五
日

を
含
む
日
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の
一
週
間
）
に
、

医
療
安
全
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

医
療
安
全
標
語
の
募
集
を
行
い
、
最
優
秀
賞
を

決
定
し
ま
し
た
。

『
安
全
は
基
本
を
守
る
積
み
重
ね
チ
ェ
ッ

ク
ヨ
シ
！
』

ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
医
療
安
全
に
取
り

組
む
こ
と
を
こ
の
標
語
に
こ
め
て
、
今
後
も
安

心
・
安
全
の
医
療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

「
東
京
都
認
定
が
ん
診
療
病
院
」
に
再
認
定

二
〇
一
〇
年
四
月
よ
り
、
三
田
病
院
は
「
東

京
都
認
定
が
ん
診
療
病
院
」
に
再
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
都
認
定
が
ん
診
療
病
院
と
は
、
東

京
都
が
都
民
に
高
度
な
が
ん
医
療
を
提
供
す
る

た
め
、
国
が
指
定
す
る
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
と
同
等
の
高
度
な
が
ん
診
療
機
能
を
有
す
る

病
院
を
選
定
し
認
定
す
る
も
の
で
、
今
回
の
再

認
定
期
間
は
本
年
四
月
よ
り
二
〇
一
四
年
三
月

末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
が
ん
診
療
の
一
層
の
充
実
強
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。（
総
務
企
画
課
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

医
療
関
連
感
染
（
院
内
感
染
）
防
止
対
策

体
制
の
充
実

医
療
関
連
感
染
（
院
内
感
染
）
が
生
じ
る
と

感
染
症
の
治
療
な
ど
に
莫
大
な
費
用
が
生
じ
る

た
め
、
感
染
対
策
に
よ
り
医
療
関
連
感
染
を
予

防
す
る
こ
と
は
、
医
療
費
抑
制
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診

断
群
分
類
別
包
括
評
価
）
を
導
入
し
て
い
る
病

院
で
は
、
感
染
症
に
よ
っ
て
生
じ
た
入
院
期
間

の
延
長
や
そ
れ
に
掛
か
る
費
用
は
病
院
の
持
ち

出
し
に
な
り
、
病
院
経
営
を
圧
迫
さ
せ
る
要
因

に
も
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
感
染
症
病
床
四
床
を
併
設
し
た
第
二

種
感
染
症
指
定
病
院
と
も
な
っ
て
い
る
熱
海
病

院
は
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

感
染
対
策
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ

て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
当
院
Ｉ
Ｃ
Ｄ
な
ら

び
に
前
臨
床
検
査
科
・
伊
藤
章
教
授
の
指
導
と

本
人
た
ち
の
努
力
で
、
感
染
対
策
や
安
全
対
策

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
公
的
な
機
関
か

ら
認
定
さ
れ
た
有
資
格
者
が
続
々
と
誕
生
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
力
を
集

結
さ
せ
て
、
感
染
対
策
を
通
じ
て
地

域
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

認
定
資
格
者

●
薬
剤
部
　
鈴
木
高
弘
さ
ん

（
感
染
制
御
専
門
薬
剤
師
・
全
国
資

格
取
得
者
一
二
九
名
）

●
臨
床
検
査
室
　
佐
々
木
由
香
さ
ん

（
認
定
微
生
物
検
査
技
師
）

（
認
定
感
染
制
御
微
生
物
検
査
技
師
・

全
国
資
格
取
得
者
三
一
五
名
）

●
臨
床
検
査
室
　
山
崎
円
さ
ん

（
認
定
輸
血
検
査
技
師
）

さ
ら
に
、
看
護
師
一
名
が
Ｉ
Ｃ
Ｎ

取
得
に
向
け
て
研
修
中
で
す
。

（
脳
神
経
外
科
　
篠
永
正
道
）
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附
属
病
院

附
属
病
院

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
千
葉
地
区
）

吉本賢隆教授による講演 「乳がん―早期発
見に向けて」

▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/

左から鈴木さん、
佐々木さん、篠永
教授、山崎さん

▼　国際医療福祉大学熱海病院　10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp/

▼　山王病院　103-3402-3151 http://www.sannoclc.or.jp/

▼　化学療法研究所附属病院 1047-375-1111 http://www.kaken-hp.or.jp/
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▼　高木病院　10944-87-0001 http://www.kouhoukai.org/takagi/

▼　福岡山王病院　1092-832-1100 http://www.kouhoukai.or.jp/f-sanno/

施設インフォメーション

高
木
病
院

「
が
ん
を
知
る
展
」
開
催

国
際
医
療
福
祉
大
学
が
監
修
し
た
「
が
ん
を
知

る
展
」
が
三
月
一
八
日
か
ら
三
日
間
、
佐
賀
県
佐

賀
市
の
県
庁
県
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
延
べ
約
三

千
人
が
が
ん
の
最
新
情
報
を
学
び
ま
し
た
。

佐
賀
県
は
福
岡
県
と
と
も
に
肝
臓
が
ん
の
死
亡

率
が
高
い
こ
と
で
有
名
。
佐
賀
県
は
九
年
連
続
全

国
ワ
ー
ス
ト
１
の
不
名
誉
な
記
録
を
続
け
て
い
ま

す
。「
が
ん
を
知
る
展
」
は
県
民
に
対
す
る
「
が
ん

教
育
」
の
一
環
と
し
て
佐
賀
県
が
ア
フ
ラ
ッ
ク
と

と
も
に
開
い
た
も
の
で
す
。

会
場
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
は
さ
み
を

使
っ
て
手
術
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
や
大
腸
が

ん
の
進
行
状
況
が
分
か
る
三
〇
倍
模
型
の
ほ
か
、
国

際
医
療
福
祉
大
学
病
院
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
の
三
田

病
院
、
山
王
病
院
、
化
研
病
院
の
専
門
医
が
作
っ

た
部
位
別
が
ん
の
手
術
動
画
な
ど
に
人
気
が
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

開
会
式
で

は
、
古
川
康

知
事
が
「
が

ん
は
助
か
ら

な
い
病
気
で

は
な
い
。
早

期
発
見
、
治

療
が
で
き
る

病
気
で
あ

り
、
知
識
を

身
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
。
ま

た
高
邦
会
グ

ル
ー
プ
理
事
で
も
あ

る
十
時
忠
秀
・
佐
賀

国
際
重
粒
子
線
が
ん

治
療
財
団
理
事
長
が

「
平
成
二
五
年
春
に
は

鳥
栖
市
に
重
粒
子
線

が
ん
治
療
施
設
が
完

成
し
ま
す
。
そ
れ
ま

で
が
ん
に
な
ら
な
い

よ
う
に
」
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
あ
い
さ
つ
で
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

席
上
、
が
ん
検
診
を
呼
び
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ

ン
グ
も
披
露
さ
れ
、「
年
に
一
度
の
誕
生
日
、
忘
れ

な
い
で
が
ん
検
診
」
と
軽
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

耳
に
残
り
ま
し
た
。

六
月
に
第
四
回
大
川
市

「
未
満
と
健
康
の
つ
ど
い
」

高
木
病
院
は
三
年
前
に
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
、
が
ん
の
予
防
と
治
療
に
力
を
い
れ
て
い
ま

す
が
、
六
月
六
日
（
日
）
大
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
（
千
人
収
容
）
で
第
四
回
大
川
市
「
未

病
と
健
康
の
つ
ど
い
」
を
開
き
ま
す
。
テ
ー
マ
は

「
が
ん
は
予
防
で
き
る
〜
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
と
が
ん
」

で
、
三
人
の
講
師
が
登
場
し
ま
す
。

●
村
上
和
成
・
大
分
大
学
医
学
部
消
化
器
内
科

診
療
教
授
「
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん
」

●
山
本
匡
介
・
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教

授
（
高
木
病
院
院
長
）

「
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
肝
臓
が
ん
」

●
岩
坂
剛
・
佐
賀
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
教
授

「
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
と
子
宮
頸
が
ん
」

以
上
の
講
演
の
合
間
に
は
、
高
木
病
院
の
女
性
医

師
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
演
奏
を
交
え
、
来

場
者
の
心
と
体
を
和
ら
げ
ま
す
。

（
広
報
室
　
鶴
田
憲
司
）

福
岡
山
王
病
院

福
岡
山
王
病
院
の
ハ
ー
ト
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー

は
、
九
州
唯
一
の
不
整
脈
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
心
筋
焼
灼
術
）
に
特
化

し
た
専
門
機
関
で
す
が
、
そ
の
優
れ
た
治
療
実

績
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
熊
谷
浩
一
郎
セ
ン
タ
ー
長

を
筆
頭
に
遠
山
映
子
医
師
ら
に
よ
る
チ
ー
ム
で

構
成
、
不
整
脈
の
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
の

症
例
数
は
平
成
二
一
年
五
月

の
開
院
以
来
、
二
九
三
日
目

の
今
年
二
月
一
七
日
に
二
〇

〇
例
に
到
達
し
ま
し
た
。
熊

谷
医
師
の
通
算
症
例
数
は
一

九
九
二
年
の
第
一
例
目
か
ら

二
四
〇
〇
例
を
こ
え
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
実
績
に
注
目
し

た
福
岡
の
民
放
テ
レ
ビ
局
Ｒ

Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
か
ら
取
材
申

し
入
れ
が
あ
り
、
三
月
中
旬
、

初
め
て
ハ
ー
ト
リ
ズ
ム
セ
ン

タ
ー
の
施
術
室
に
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
入
り
ま
し

た
。
取
材
は
熊
谷
チ
ー
ム
に
よ
る
カ
テ
ー
テ
ル

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
施
術
風
景
の
撮
影
、
熊
谷

セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
不
整
脈
や
心
房
細
動
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
治
療
に
つ
い
て
の
解
説
、
実
際
に

不
整
脈
治
療
を
受
け
た
患
者
様
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
な
ど
詳
細
に
お
よ
び
ま
し
た
。

放
映
日
は
三
月
三
一
日
午
後
、「
今
日
感
テ
レ

ビ
」
の
特
集
「
最
先
端
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
ル
　
九

州
で
唯
一
の
不
整
脈
専
門
外
来
　
不
整
脈
か
ら

脳
梗
塞
に
！
」
の
タ
イ
ト
ル
で
約
二
〇
分
間
、

放
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
熊
谷
セ
ン
タ
ー

長
が
考
案
し
た
「
熊
谷
式
Ｂ
Ｏ
Ｘ
隔
離
術
」、
不

整
脈
の
完
治
率
が
高
い
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

視
聴
者
か
ら
の
反
響
は
予
想
を
は
る
か
に
上

回
っ
て
放
映
時
間
中
か
ら
問
い
合
わ
せ
や
受
診

予
約
の
電
話
が
鳴
り
や
ま
ず
、
一
時
は
予
約
セ

ン
タ
ー
だ
け
で
は
対
応
で
き
ず
に
総
務
課
や
広

報
室
の
職
員
も
電
話
応
対
に
追
わ
れ
る
状
態
で

し
た
。

熊
谷
セ
ン
タ
ー
長
は
、

今
年
一
月
に
米
国
ボ
ス
ト

ン
で
開
か
れ
た
心
房
細
動

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
治
療
を

テ
ー
マ
と
し
た
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
日
本
人
医
師

と
し
て
初
め
て
招
か
れ
て

講
演
し
た
ほ
か
、
読
売
新

聞
西
部
本
社
と
当
病
院
の

共
催
で
今
年
二
月
か
ら
毎

月
開
催
し
て
い
る
「
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
・
Ｏ
Ｌ
の
た
め

の
な
る
ほ
ど
健
康
ア
カ
デ

ミ
ー
」
の
第
二
回
目
（
三

月
二
日
）
で
も
不
整
脈
治

療
に
つ
い
て
講
演
し
て
、
大
き
な
反
響
を
呼
び

ま
し
た
。

福
岡
山
王
病
院
は
今
年
五
月
で
開
院
二
年
目

と
な
り
ま
す
が
、
呼
吸
器
内
科
が
新
た
に
加
わ

る
な
ど
診
療
科
目
が
一
段
と
充
実
し
て
い
ま
す

の
で
、
質
の
高
い
各
部
門
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
今
後
も
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（広

報
室
　
林
田
好
弘
）
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臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

ハートリズムセンターでのテレビクルーの取材風景

「がんを知る展」開会式

部位別がんの手術動画が人気

左から暁さん、理絵さ
ん、翼さん、翔さん

学生
投稿

The students' contributions

ページ

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
に
よ
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
１
回
目
の
前
回
は
、
お
正
月
の
お
せ
ち
料
理

や
行
事
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
、
面
白
か
っ
た
、
と
い
う
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
揃
っ
て
国
福
大
生
』。
本
学
で
学
ぶ
３
組
の
兄
弟
姉
妹
を
紹
介
し
ま
す
。

兄
弟
姉
妹
揃
っ
て
国
福
大
生

今回の
テーマ

ま
ず
、
次
男
の
翔
さ
ん
、
こ
の
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、

や
は
り
お
兄
さ
ん
の
影
響
？

「
確
か
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
３
人
と
も

桜
美
林
高
校
で
甲
子
園
を
目
指
し
、
い
つ
も
ケ
ガ
と
隣
り
合

わ
せ
で
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
自
分
に
も
身

近
な
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
私
が
高
校
三

年
の
時
、
兄
が
大
ケ
ガ
を
し
た
際
、
理
学
療
法
学
科
の
先
生

の
ケ
ア
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
た
、
言
語
聴
覚
学
科
の
先

生
の
カ
リ
ス
マ
性
に
魅
か
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
」

三
男
の
暁
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
？

「
影
響
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

将
来
の
職
種
を
考
え
て
出
て
き
た
答
え
が
理
学
療
法
士
だ
と

思
い
ま
し
た
」

翔
さ
ん
、
兄
弟
が
い
っ
し
ょ
に
学
ぶ
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

「
ま
ず
何
と
い
っ
て
も
〝
心
強
い
〞
で
す
ね
。
勉
強
に
関
し

て
は
、
弟
は
兄
と
同
じ
学
科
な
の
で
、
身
近
に
〝
師
匠
〞
が

い
る
感
覚
で
し
ょ
う
か
。
私
は
言
語
聴
覚
士
と
し
て
、
理
学

療
法
士
の
兄
と
専
門
的
な
会
話
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
さ
ら

に
兄
嫁
も
本
学
の
作
業
療
法
学
科
卒
業
の
現
役
の
作
業
療
法

士
な
の
で
す
。
そ
れ
と
、
人
間
関
係
の
輪
は
と
て
も
大
切
で
、

兄
弟
が
と
も
に
学
ん
だ
こ
と
の
本
当
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
卒
業

後
に
活
き
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

最
後
に
、
翼
さ
ん
、
弟
２
人
が
自
分
と
同
じ
道
を
選
ん
だ

こ
と
を
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

「
こ
れ
で
ま
た
兄
弟
ゲ
ン
カ
の
ネ
タ
が
ひ
と
つ
増
え
る
と
思

う
と
嬉
し
い
限
り
で
す
。
野
球
部
も
自
分
は
全
国
大
会
ベ
ス

ト
16
で
、
翔
は
ベ
ス
ト
８

で
し
た
。
暁
に
は
ぜ
ひ
全

国
制
覇
を
め
ざ
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
か
ら
、
金
持
ち

で
も
な
い
家
な
の
に
、
兄

弟
三
人
を
こ
の
大
学
に
入

れ
て
も
ら
い
、
や
は
り
両

親
、
家
族
に
感
謝
で
す
ね
」

及
川
さ
ん
３
兄
弟

●
長
男
　
及
川
翼
さ
ん
（
２
０
０
５
年
、
理
学
療
法
学
科
卒
業
。

現
在
、
国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
那

須
療
護
園
勤
務
）

●
次
男
　
及
川
翔
さ
ん
（
２
０
０
８
年
、
言
語
聴
覚
学
科
卒
業
。

現
在
、
慈
誠
会
徳
丸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
勤
務
。
４
月

か
ら
慈
誠
会
成
増
病
院
勤
務
予
定
）

●
三
男
　
及
川
暁
さ
ん
（
２
０
１
０
年
４
月
、
理
学
療
法
学
科
入
学
）

中
村
さ
ん
姉
妹
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身近に〝師匠〟がいる
感覚でしょうか

後ろが真理さん、前が枝里さん

同
じ
道
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た

●
妹
　
中
村
枝
里
さ
ん
（
薬
学
科
５
年
）

高
校
で
理
系
ク
ラ
ス
に
い
た
の
で
そ
の
科
目
を
活
か
せ
る
職
業
に
つ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
薬
剤
師
は
知
識
だ
け
で
な
く

患
者
さ
ん
の
た
め
、
ま
た
自
分
自
身
の
ス
キ
ル
を
磨
け
る
と
て
も
良
い
職
業
だ
と
思
い
ま
す
。
姉
が
大
学
に
入
り
一
番
印
象
を
受
け

た
の
が
先
生
方
が
と
て
も
熱
心
で
あ
り
毎
日
楽
し
そ
う
に
大
学
に
通
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
他
の
薬
学
部
に
比
べ
て
学
費
が

安
い
こ
と
も
魅
力
的
で
、
第
一
志
望
で
こ
の
大
学
を
受
験
し
ま
し
た
。

●
姉
　
中
村
真
理
さ
ん
（
２
０
０
９
年
、
薬
学
科
卒
業
。
現
在
、
本
学
大
学
院
在
学
）

妹
が
大
学
受
験
の
時
期
に
な
っ
て
初
め
て
、
薬
学
部
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
時
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
妹

は
物
を
作
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
道
に
進
む
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

私
は
薬
剤
師
と
い
う
職
業
に
と
て
も
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
同
じ
道
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。
私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、
妹
に
も
薬
剤
師
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
仕
事
を
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

高
橋
さ
ん
姉
弟
　
本
人
が
自
ら
決
め
た
道
を
歩
ん
で
い
る
た
め
心
配
は
し
て
い
ま
せ
ん

●
弟
　
高
橋
裕
司
さ
ん
（
放
射
線
・
情
報
科
学
科
四
年
）

高
校
時
代
に
、
放
射
線
技
師
を
目
指
す
こ
と
を
決
め
た
際
に
、「
向
い
て
い
る
職
業
だ
と
思
う
よ
」
と
応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
は
今
で
も
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い

ま
す
。
姉
が
大
学
在
学
中
は
、
大
学
生
活
や
勉
強
の
こ
と
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
は
、
社
会
人
の
立
場
か
ら
仕
事
の
大
変
さ
や
患
者
さ
ん
の
気
持

ち
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
姉
の
姿
を
見
て
、
残
り
の
大
学
生
活
は
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
に
な
る
と
い
う

心
構
え
も
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
姉
　
高
橋
舞
子
さ
ん
（
２
０
０
９
年
、
言
語
聴
覚
学
科
卒
業
。
現
在
、
あ
し
か
が
の
森
足
利
病
院
勤
務
）

将
来
へ
の
希
望
を
持
ち
、
本
人
が
自
ら
決
め
た
道
を
歩
ん
で
い
る
た
め
心
配
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
同
じ
道
を
進
む
弟
に
は
、
大
学
で
は
勉
学
に
励
み
、
卒
業
後

は
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
大
切
に
出
来
る
医
療
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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「医療福祉チャンネル774」おすすめの番組
医療福祉チャンネル774

医療福祉チャンネル774では、スカパー! の774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

医療福祉学科社会福祉士国家試験特別対策講義・壮行会
1月9日（土）・10日（日）、医療福祉学科では社会福祉士の国家試験を控

えた4年生を対象に、国家試験の合格率向上と全員合格を目指し、特別対策講
義及び壮行会が実施された。
講義内容は模擬試験の結果等を踏まえ、弱点を強化することを目的とし、集
中して取り組む4年生の姿が見受けられた。また、同時に行われた壮行会炊き

出しは「すいーっと受かれー、先輩！」を
合言葉に、3年生有志がすいとんやカレー
などゲンを担いだメニューで両日の昼食を
振る舞い、先輩達にエールを送った。こう
した壮行会は本学科では初めての取り組み
であったが、教員・学生が一丸となって4
年生をサポートし、国家試験に向けて弾み
をつける良い機会となった。

（医療福祉学科　助手　蛭田真弓）

お知らせ IUHW Hot News

国際医療福祉大学アワー

大学・大学院などの情報が満載

入学式や卒業式・運動会・大学祭などの行事、臨床実習や海外研
修・国際活動、そしてクラブやサークルの紹介、先生方へのインタ
ビューなど、大学・大学院・ＩＨＷグループのさまざまな情報をお
届けします。現在放送中の番組では、大田原、小田原、大川、福岡
天神の各キャンパスから、入学式を中心にお送りしています。
●この番組は放送終了後も、インターネットでご覧いただけます。
http://www.iuhw.ac.jp/movie.html
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平成22年度入学式

世界遺産と国際文化政策

グローバルな視点から考察

グローバリゼーションが文化政策にいかなるインパクトを
与えたかを、世界遺産制度を軸にして考えます。素材として、
ユネスコが1972年に採択した世界遺産条約の内容、及びそ
の運用状況を主として取り上げますが、併せて、無形遺産条

約、文化多様性条約などの一連の
国際文化政策に関係する条約も取
り上げます。
佐藤禎一氏（本学大学院教授）
元文部事務次官。日本学術振興会理事長、
ユネスコ日本政府代表部大使を歴任。

創作劇　「空白のカルテ」

ハンセン病強制隔離に抗した医師・小笠原登物語

地位や名誉、富の見返りを求めず、ハンセン病患者の強
制隔離を進める政府に真っ向
から立ち向かい、難病患者に
尽くした僧侶にして医師であ
る小笠原登。そして、その遺
志を受け継ぎ「らい予防法」の
廃止に全力を尽くした弟子・
大谷藤郎の物語です。迫力あ
る演技をご覧ください。

※この物語に登場する大谷藤郎氏
は本学の名誉顧問。1995～2001
年に初代学長、2001～2008年に
総長を務められました。

マロニエ・アワー

卒業生向けの新番組がスタート！

国際医療福祉大学の卒業生に送る番組『マロニエ・アワ
ー』が、いよいよこの６月から始まります。医療福祉の世
界で活躍するOB＆OGを通じて、同窓生の皆さまに交流の

場を提供します。番組で
は、マロニエ・アワーに
登場していただける卒業
生を募集しています！自
薦他薦は問いません。大
学院修了生でもOKです。

◆774視聴者特典　無料配信中！
医療福祉専門チャンネル動画配信サイト
医療福祉eチャンネル
www.ch774.com/

●医療福祉チャンネル774を見るには ―――――――――――――
スカパー! の774チャンネルでご視聴いただけます。
○視聴料･･･月額2,100円（他、スカパー! 加入料2,940円（初回のみ）
・スカパー! 月額基本料410円がかかります）
法人契約･･･5,250円
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴
の制度があります。下記までお問い合わせください。

●視聴に関するお問い合わせは――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（株）医療福祉総合研究所　お客さま係　
Eメール info@iryoufukushi.com    HP  www.iryoufukushi.com/
〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山1丁目タワー　４階

言語聴覚士として活躍する本学のＯＧ


